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初
春
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
天
皇
陛
下
の
ご
退
位
に
よ
り
本

年
4
月
30
日
に
「
平
成
」
は
幕
を
閉
じ
、

翌
5
月
1
日
よ
り
新
元
号
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
の
初
め
に
あ

た
り
、「
平
成
」
の
時
代
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
、
金
融

危
機
・
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
発
生
な
ど

に
代
表
さ
れ
る
未
曾
有
の
経
済
危
機
、
阪

神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の

自
然
災
害
、
そ
し
て
オ
ウ
ム
真
理
教
の
地

下
鉄
サ
リ
ン
事

件
、
米
国
の
同

時
多
発
テ
ロ
な

ど
の
悲
惨
な
テ

ロ
等
が
強
く
印

象
に
残
っ
て
い

ま
す
。

こ
こ
で
来
た

る
新
元
号
の
時

代
を
展
望
い
た

し
ま
す
と
、
2

0
1
9
年
の
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
、
2

0
2
0
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
そ
し
て
世
界
か

ら
ア
ス
リ
ー
ト
20
万
人
が
来
日
す
る
ワ
ー

ル
ド
・
マ
ス
タ
ー
ズ
・
ゲ
ー
ム
ズ
2
0
2

1
と
い
う
ビ
ッ
グ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が

日
本
で
開
催
さ
れ
、
加
え
て
2
0
2
5
年

に
は
大
阪
万
博
、
2
0
2
6
年
に
は
愛
知

県
で
の
ア
ジ
ア
大
会
開
催
も
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

日
本
は
、こ
れ
ま
で�
失
わ
れ
た
20
年
�

と
揶
揄
さ
れ
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

な
ど
経
済
社
会
面
で
の
難
題
に
遭
遇
し
、

国
民
の
意
識
も
や
や
も
す
る
と
、「
後
ろ

向
き
、
内
向
き
、
下
向
き
」
の
自
信
喪
失

気
味
で
あ
っ
た
人
が
多
か
っ
た
よ
う
な
気

が
し
て
い
ま
す
。

私
が
国
民
意
識
を
把
握
す
る
上
で
、
注

目
し
て
い
る
調
査
に
昭
和
39
年
か
ら
毎
年

実
施
し
て
い
る
内
閣
府
の
「
国
民
生
活
に

関
す
る
世
論
調
査
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

調
査
の
中
で
現
在
の
生
活
に
対
す
る
満
足

度
を
聞
い
た
調
査
で
満
足
（「
満
足
し
て

い
る
＋
ま
あ
満
足
し
て
い
る
」）
の
割
合

が
平
成
30
年
度
調
査
で
74
・
7
％
と
3
年

連
続
し
て
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

こ
の
理
由
は
、
こ
こ
数
年
の
雇
用
・
所
得

環
境
の
改
善
等
を
背
景
に
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
国
民
の
意
識
も
�
失
わ

れ
た
20
年
�
か
ら
脱
却
し
、
徐
々
に
明
る

さ
を
増
し
て
き
て
い
る
も
の
と
想
定
さ
れ

ま
す
。

皆
様
ご
存
じ
の
と
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
の

著
名
な
モ
ラ
リ
ス
ト
、
ア
ラ
ン
の
言
葉
に

『
悲
観
主
義
は
気
分
に
属
し
、
楽
観
主
義

は
意
志
に
属
す
る
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
世
界
が
羨
む
ビ
ッ
グ
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
が
連
続
し
て
開
催
さ
れ
る
�
ゴ
ー

ル
デ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ヤ
ー
ズ
�
や
大
阪

万
博
等
を
起
爆
剤
に
新
元
号
の
時
代
を
希

望
に
満
ち
た
年
と
す
る
た
め
、「
病
も
気

か
ら
、
景
気
も
気
か
ら
」
と
い
う
言
葉
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
「
前
向

き
・
外
向
き
・
上
向
き
」
に
マ
イ
ン
ド
を

リ
セ
ッ
ト
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
な
気
が

い
た
し
ま
す
。

こ
こ
で
足
許
の
経
済
情
勢
に
目
を
転
じ

ま
す
と
、
2
0
1
8
年
7
〜
9
期
の
実
質

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
2
四
半
期
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
成

長
と
な
っ
た
も
の
の
、
主
因
は
自
然
災
害

に
よ
る
需
要
低
下
で
あ
り
、
10
〜
12
月
期

は
年
率
2
％
を
少
し
上
回
る
回
復
基
調
に

戻
る
と
の
見
方
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

好
調
な
企
業
収
益
を
背
景
に
し
た
雇

用
・
所
得
環
境
が
消
費
を
支
え
、
設
備
投

資
も
底
堅
く
推
移
し
て
お
り
、
国
内
景
気

の
回
復
は
、
1
月
に
戦
後
最
長
を
更
新
す

る
と
の
見
方
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
世
界
経
済
の
不
安
を
映
す
よ
う
に

輸
出
が
鈍
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
米
国
発
の

貿
易
摩
擦
や
中
国
景
気
の
減
速
な
ど
海
外

リ
ス
ク
が
膨
ら
み
、
企
業
主
導
の
外
需
に

頼
っ
て
き
た
景
気
拡
大
の
持
続
力
が
試
さ

れ
る
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
2
0
1
9
年

の
日
本
経
済
を
展
望
い
た
し
ま
す
と
、
10

月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響
は
あ
る

も
の
の
、
各
種
の
所
得
支
援
策
が
下
押
し

圧
力
を
抑
制
、
主
要
経
済
予
測
機
関
で
は
、

2
0
1
8
年
見
込
み
と
ほ
ぼ
同
水
準
の

1
・
0
％
程
度
の
成
長
を
予
測
し
て
お
り
、

穏
や
か
な
景
気
拡
大
が
続
く
も
の
と
見
込

ま
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
下
、
今
後
の
企
業
経
営

を
考
え
る
上
で
、
2
点
申
し
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
は
「
デ
ザ
イ
ン
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
で
す
。

昨
年
10
月
の
本
会
の
第
5
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
で
「
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

を
テ
ー
マ
で
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
現
在

世
界
の
有
力
企
業
が
企
業
価
値
向
上
の
た

め
、
戦
略
の
中
心
に
据
え
て
い
る
の
が
デ

ザ
イ
ン
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
企
業
が

大
切
に
し
て
い
る
価
値
を
実
現
す
る
営
み

で
あ
り
、
個
々
の
製
品
の
外
見
を
好
感
度

の
高
い
も
の
に
す
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
顧
客
と
企
業
と
の
接
点
を
持
つ
あ
ら

ゆ
る
体
験
に
、
そ
の
価
値
や
意
思
を
徹
底

さ
せ
、
そ
れ
が
一
貫
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
伝
わ
る
こ
と
で
、
他
の
企
業
で
は
代

替
で
き
な
い
ブ
ラ
ン
ド
価
値
が
生
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
実
現
す
る
力
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
は
、
人
々
が
気
づ
か

な
い
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
事
業
に
し

て
い
く
営
み
で
あ
る
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
を
通
じ
、
企
業

価
値
の
向
上
を
実
現
す
る
た
め
、
デ
ザ
イ

ン
を
貴
重
な
経
営
資
源
と
し
て
活
用
し
て

い
く
経
営
が
「
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
で
す
。

ま
だ
ま
だ
、
多
く
の
日
本
企
業
で
は
、

デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
荒
唐
無
稽
と

考
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ア
ッ
プ
ル
や
ダ
イ
ソ
ン
な
ど
で
は
経
営
の

中
枢
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
参
画
し
、
大
き
な

成
果
を
出
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
、
マ

ツ
ダ
、
日
産
自
動
車
、
良
品
計
画
な
ど
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
を
経
営
の
中
枢
に
参
画
さ
せ
、

成
果
を
上
げ
る
企
業
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

い
き
な
り
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
採
用
す
る
こ

と
は
無
理
だ
と
思
い
ま
す
が
、
是
非
と
も

「
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
関
心
を

お
持
ち
い
た
だ
き
、
ま
ず
は
経
済
産
業
省

と
特
許
庁
が
昨
年
5
月
に
公
表
し
た
「
デ

ザ
イ
ン
経
営
」
と
い
う
報
告
書
を
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
か
ら
始
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

な
お
、
弊
会
で
も
今
年
も
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
で
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
取
り

上
げ
る
予
定
で
す
の
で
、
そ
の
際
は
是
非

と
も
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2
点
目
は
、「
仕
事
を
�
頑
張
れ
か
ら
楽
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し
む
�
へ
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
す
。

日
本
で
は
、
企
業
で
も
、
学
校
で
も「
頑

張
れ
」
と
い
う
言
葉
を
か
け
る
ケ
ー
ス
が

多
く
の
場
面
で
出
て
き
ま
す
。「
頑
張
れ
」

と
い
う
言
葉
に
は
、
精
神
的
か
つ
肉
体
的

努
力
を
求
め
て
い
る
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
少
し
異
な

り
ま
す
。「
気
楽
に
や
っ
て
こ
い
（take

it
easy

）」
と
か
「
楽
し
ん
で
（have

fun

）」
と
い
っ
て
送
り
出
し
ま
す
。
ど
う

も
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
し
て
は
日
本
よ
り
柔
ら

か
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

こ
う
し
た
違
い
は
、
シ
ー
ズ
ン
真
っ
盛

り
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
の
沿
道
の
応
援
に

顕
著
に
現
れ
ま
す
。
日
本
で
は
、
沿
道
の

人
が
選
手
に
か
け
る
言
葉
は
「
頑
張
れ
」

の
繰
り
返
し
。
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
で
は
、

実
に
様
々
な
種
類
の
言
葉
が
掛
け
ら
れ
ま

す
。「
リ
ラ
ッ
ク
ス
」、「
キ
ー
プ
オ
ン
ゴ

ー
イ
ン
グ（
そ
の
調
子
で
）」、「
エ
ン
ジ
ョ

イ
（
楽
し
ん
で
）」、「
グ
ッ
ド
ラ
ン
（
い
い

走
り
）」
な
ど
、
こ
う
し
た
表
現
で
選
手

を
応
援
す
る
こ
と
で
、
選
手
と
一
緒
に
マ

ラ
ソ
ン
を
楽
し
ん
で
い
る
の
で
す
。

い
ま
か
ら
20
年
以
上
前
に
な
り
ま
す
が
、

総
合
商
社
丸
紅
の
社
長
だ
っ
た
鳥
海
巌
氏

が
年
頭
の
挨
拶
で
い
わ
れ
た
言
葉
が
、
朝

日
新
聞
の
「
天
声
人
語
」
に
『
頑
張
る
』

と
い
う
テ
ー
マ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た

の
を
な
ぜ
か
記
憶
し
て
い
ま
す
。
当
時
の

鳥
海
氏
は
「
日
本
人
は
、
本
来
真
面
目
だ
。

�
頑
張
る
�
と
思
わ
な
い
で
も
自
然
に
頑

張
っ
て
し
ま
う
。�
頑
張
る
�
と
い
う
と

か
え
っ
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け
、
固
く

な
っ
て
実
力
を
発
揮
で
き
ず
、
は
か
ば
か

し
い
結
果
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。

社
員
諸
君
、�
頑
張
る
�
と
口
に
出
す
な

…
（
中
略
）
あ
な
た
方
は
プ
ロ
な
の
だ
か

ら
、
自
分
の
仕
事
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
な
が

ら
や
れ
」
と
。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
て
、「
天
声
人

語
」
は
、「『
頑
張
る
』
に
は
、
ど
こ
か
せ

か
せ
か
し
た
感
じ
だ
。�
頑
張
れ
�
に
は
、

と
き
ど
き
無
神
経
で
残
酷
な
響
き
が
あ

る
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

「
が
ん
ば
ら
な
く
ち
ゃ
」
は
栄
養
ド
リ

ン
ク
の
Ｔ
Ｖ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
有
名
な
っ

た
、
高
度
経
済
成
長
時
代
の
流
行
語
で
し

た
。
こ
の
と
き
か
ら
半
世
紀
近
く
、
鳥
海

氏
の
年
頭
挨
拶
か
ら
、
20
有
余
年
の
歳
月

が
流
れ
ま
し
た
。『
頑
張
る
』
と
い
う
言

葉
は
い
ま
で
も
多
く
の
シ
ー
ン
で
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
を
否
定
す
る
つ
も

り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
役
割
を
そ
ろ

そ
ろ
『
楽
し
む
』
に
譲
る
時
期
に
来
て
い

る
よ
う
な
気
も
し
て
な
り
ま
せ
ん
。『
仕

事
を
楽
し
め
』、
こ
の
言
葉
を
ト
ッ
プ
が

社
員
に
日
頃
か
ら
、
掛
け
続
け
る
こ
と
は
、

今
企
業
の
大
き
な
経
営
課
題
で
も
あ
る

「
働
き
方
改
革
」
の
実
現
に
も
大
い
に
役

立
つ
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

最
後
に
、
本
会
の
事
業
運
営
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
も

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
特
別
セ
ミ
ナ
ー
等
に

加
え
、
各
種
委
員
会
・
研
究
会
活
動
、
講

演
会
活
動
、
科
学
の
甲
子
園
埼
玉
県
大
会

へ
の
協
賛
な
ど
、
そ
の
内
容
を
充
実
さ
せ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
さ
せ
て
、
総
合
経

済
団
体
と
し
て
の
機
能
・
役
割
を
充
実
さ

せ
、
会
員
の
皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に
立

つ
事
業
の
企
画
・
運
営
を
し
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と

事
業
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
、
年
頭

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
三
〇
年
度
第
三
回
働
き
方
改

革
・
働
き
が
い
向
上
委
員
会
は
、「『
誰

も
が
輝
く
！
職
場
ス
ロ
ー
ガ
ン
』審
査
・

表
彰
式
・
講
演
会
」
と
し
て
、
埼
玉
県

公
労
使
会
議
と
の
共
催
で
、
一
〇
月
三

〇
日
㈫
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
八
三

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
誰
も
が
輝
く
！
職
場
ス
ロ
ー
ガ
ン
」

は
、
働
き
や
す
く
、
意
欲
を
持
っ
て
仕

事
が
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
県
内
企
業
・
団
体

か
ら
募
集
し
、
優
れ
た
作
品
の
発
表
を

通
じ
て
、長
時
間
労
働
の
是
正
な
ど「
働

き
方
改
革
」
推
進
の
気
運
を
醸
成
す
る

も
の
で
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
自
社
従
業
員
に
働
き

方
の
見
直
し
を
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
、「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
部
門
」、

「
働
き
や
す
い
職
場
部
門
」
の
2
つ
の

部
門
で
募
集
し
ま
し
た
。

当
日
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
最
終
審
査
を
実
施
し
、
入
賞
作
品
を

選
定
、
表
彰
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞「
誰

も
が
輝
く
職
場
大
賞
」
は
、
三
菱
マ
テ

リ
ア
ル
株
式
会
社

人
材
開
発
セ
ン
タ

ー
の
作
品
「
尊
重
し
よ
う
『
個
性
と
可

能
性
』『
や
ら
せ
て
み
よ
う

任
せ
て

み
よ
う
』
が
成
長
へ
の
第
一
歩
」
が
受

賞
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
会
・
表
彰
式
の
後
は
、

Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
（GreatPlace

to
W
ork

）

日
本
代
表

岡
元

利
奈
子
氏
を
講
師

と
し
て
お
迎
え
し
、「
働
き
が
い
の
あ

る
会
社
を
目
指
し
て
、
今
取
り
組
む
べ

き
こ
と
」
と
題
し
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。受

賞
一
覧
、
お
よ
び
、
岡
元
氏
の
講

演
の
概
要
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で

す
。

目

次

頁

�
新
春
所
感

一

�
第
三
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向

上
委
員
会

二

�
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

三

�
第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

四

�
埼
玉
県
産
業
教
育
フ
ェ
ア

五

�
秋
季
地
区
協
議
会
（
南
部
・
西
部
・

北
部
）

六

�
第
二
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

八

�
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

八

�
民
法
（
債
権
法
）
改
正
に
係
る
契
約

実
務
へ
の
影
響

九

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広

場

十

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ
十
一

�
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
（
第
五
〜

第
六
講
）

十
二

�
ロ
ジ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ

十
三

�
第
二
回
産
業
教
育
委
員
会

十
三

�
年
末
調
整
実
務
セ
ミ
ナ
ー

十
四

�
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
（
第
四

〜
第
五
講
）

十
四

�
働
く
女
性
応
援
講
座

十
五

�
謹
賀
新
年
（
紙
上
名
刺
交
換
）
十
七

�
企
業
経
営
動
向
調
査

二
十

�
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ

二
三

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

二
四

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の
見
直

し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

二
五

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

二
七

�
日
本
経
団
連
の
動
き

二
七

�
事
業
だ
よ
り

二
八

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

二
八

平
成
三
〇
年
度

第
三
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上
委
員
会

「『
誰
も
が
輝
く
！
職
場
ス
ロ
ー
ガ
ン
』
審
査
会
・

表
彰
式
・
講
演
会
」
を
開
催

第3回働き方改革・働きがい向上委員会

講演する
岡元 利奈子氏
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第
十
五
回

埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
成
長
を
続
け
る
ア
セ
ア
ン
の
象
徴
（
シ
ン
ボ
ル
）

フ
ィ
リ
ピ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

◇
受
賞
一
覧

最
優
秀
賞
「
誰
も
が
輝
く
職
場
大
賞
」

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

「
尊
重
し
よ
う
『
個
性
と
可
能
性
』

『
や
ら
せ
て
み
よ
う

任
せ
て
み
よ
う
』

が
成
長
へ
の
第
一
歩
」

優
秀
賞「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
部
門
」

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
Ｂ
Ｒ
Ｍ
株
式
会
社

「
み
ん
な
が
主
役
！

変
え
て
い
こ
う

未
来
の
た
め
に
！
」

優
秀
賞
「
働
き
や
す
い
職
場
部
門
」

株
式
会
社
デ
サ
ン

栗
橋
工
場

「
寝
顔
よ
り

『
お
帰
り
な
さ
い
！
』が
明
日
へ
の
力
」

優
良
賞

有
限
会
社
ス
マ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス

「
任
さ
れ
て
、
頑
張
る
力
、

明
日
へ
の
活
力
」

田
部
井
建
設
株
式
会
社

「
ノ
ー
残
業
デ
ー

『
す
い
す
い
』
帰
っ
て
家
庭
円
満
」

Ａ
Ｇ
Ｓ
グ
ル
ー
プ

「
効
率
化

見
直
す
習
慣
、

得
ら
れ
る
時
間
」

◇
講
演
の
概
要

・
企
業
が
「
働
き
が
い
」
に
注
目
す
る

背
景
に
は
日
本
に
お
け
る
「
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
」
と
「
生
産
性
の
低
さ
」

が
あ
る
。

・「
働
き
が
い
」
を
高
め
る
こ
と
で
、

生
産
性
・
創
造
性
が
高
ま
り
、
良
い
人

材
が
集
ま
り
定
着
す
る
な
ど
の
組
織

面
・
人
材
面
の
影
響
が
あ
る
。

・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
が
認
定
し
た
「
働
き
が
い

の
あ
る
会
社
」（
ベ
ス
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
）

は
そ
れ
以
外
の
企
業
と
比
較
し
て
売
上

高
の
上
昇
率
が
高
い
。

・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
は
世
界
五
八
か
国
で
展
開

す
る
「
働
き
が
い
」
を
高
め
る
た
め
の

専
門
研
究
機
関
。

・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
の
考
え
る
「
働
き
が
い
」

は
「
働
き
や
す
さ
」
と
「
や
り
が
い
」

を
足
し
た
も
の
。

・「
働
き
や
す
さ
」
は
就
労
条
件
な
ど

目
に
見
え
る
部
分
。
働
き
方
改
革
の
対

象
に
も
な
っ
て
お
り
、
比
較
的
取
り
組

み
や
す
い
。

・「
や
り
が
い
」
は
や
る
気
や
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
指
す
。
目
に
見
え
に
く
く

取
り
組
み
に
く
い
。

・「
や
り
が
い
」
を
感
じ
る
職
員
が
多

い
職
場
が
業
績
も
高
い
傾
向
に
あ
る
。

・
働
き
が
い
を
高
め
る
絶
対
の
施
策
は

な
い
。
ま
た
、
他
社
で
効
果
の
あ
っ
た

取
組
が
自
社
で
効
果
的
と
は
限
ら
ず
、

成
果
が
出
る
に
は
時
間
が
か
か
る
。

・
自
社
に
と
っ
て
の
「
働
き
が
い
」
を

考
え
る
こ
と
、
経
営
ト
ッ
プ
が
率
先
し

て
働
き
が
い
の
あ
る
カ
ル
チ
ャ
ー
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
、
現
場
を
巻
き
込

む
こ
と
、
高
速
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
回
す
こ
と
、
短
期
で
大
き
な
成
果
を

求
め
す
ぎ
な
い
こ
と
な
ど
が
重
要
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
六
％
台
の

成
長
を
続
け
、
人
口
が
一
億
人
を
突
破

す
る
な
ど
、
投
資
先
と
し
て
、
市
場
と

し
て
の
魅
力
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
十
一
月
一
三
日
㈬
、

埼
玉
県
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
大
使
館
、
国
際
機
関
日
本
ア
セ
ア

ン
セ
ン
タ
ー
と
本
会
の
共
催
で
第
十
五

回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
成
長
を

続
け
る
ア
セ
ア
ン
の
象
徴（
シ
ン
ボ
ル
）

フ
ィ
リ
ピ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お

い
て
開
催
し
、
七
八
名
が
参
加
し
ま
し

た
。セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
ま
ず
、
基
調
講
演

と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
使
館
商
務
参

事
官

デ
ィ
タ
・
ア
ン
ガ
ラ
・
マ
サ
イ

受賞者集合写真
（前列、向かって左から

ブリヂストンBRM㈱、三菱マテリアル㈱、㈱デサン）

受賞者集合写真
（前列、向かって左から

㈲スマイルサービス、田部井建設㈱、AGSグループ）

講演する
坂本 直弥氏

講演する
岩佐 高士氏

講演する
橋元 賢次氏

講演する
毛利 宗敏氏

講演するディタ・
アンガラ・マサイ氏

第15回埼玉アジアフォーラム
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平
成
三
〇
年
度

第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

「
Ｂ
2
Ｂ
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と

「
働
き
方
改
革
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

氏
か
ら
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
最
新
政
治
経

済
状
況
」
と
題
し
、
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

次
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
進
出
・
事

業
展
開
に
関
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る

ア
イ
キ
ュ
ー
ブ
グ
ル
ー
プ

Ｃ
Ｅ
Ｏ

坂
本

直
弥
氏
か
ら
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
投

資
の
法
律
と
税
制
」
と
題
し
、
日
本
か

ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
進
出
す
る
際
に
留
意

す
べ
き
法
律
上
の
規
制
、
税
制
等
に
つ

い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
ビ
シ

ネ
ス
の
現
状
」
と
題
し
、
実
際
に
フ
ィ

リ
ピ
ン
へ
進
出
し
て
い
る
企
業
様
か
ら

進
出
例
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講

演
で
は
、
株
式
会
社
パ
ー
ツ
精
工

社

長

岩
佐

高
士
氏
、
株
式
会
社
サ
イ

バ
ー
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役
社
長

橋

元

賢
次
氏
、
富
士
フ
ィ
ル
ム
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

前
フ
ィ
リ
ピ

ン
工
場
経
理
部
長

毛
利

宗
敏
氏
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
ビ
ジ
ネ

ス
の
現
状
に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◇
基
調
講
演
の
概
要

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
現
在
の
世
界
の
最
適

投
資
先
二
〇
ヵ
国
中
、
第
一
位
と
し
て

米
国
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
率
は

六
・
八
％
。

・
人
口
一
億
六
五
〇
万
人
の
平
均
年
齢

は
二
三
歳
代
で
生
産
年
齢
人
口
も
非
常

に
多
い
。

・
Ｉ
Ｍ
Ｆ
も
「
今
後
二
年
間
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
は
世
界
で
二
番
目
に
早
い
経
済
成

長
国
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
」
と
コ
メ

ン
ト
し
て
い
る
。

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
投
資
し
て
も
ら
う
に

は
今
が
最
高
の
タ
イ
ミ
ン
グ
。

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
人
口
六
億
超
を
有
す

る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
市
場
の
要
衝
に
位
置
。

・
ア
ジ
ア
圏
内
で
あ
れ
ば
ど
の
国
と
も

空
路
三
〜
四
時
間
で
往
来
が
可
能
。

・
二
〇
一
七
年
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
投

資
額
は
前
年
比
で
三
九
・
三
％
増
加
。

・
主
要
産
業
分
野
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
関

連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
魅
力
的
な
投

資
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

・
今
ま
さ
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ブ
レ
イ
ク

す
る
と
こ
ろ
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

結
ん
で
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
て

い
る
。

十
一
月
一
日
㈭
の
平
成
三
〇
年
度
第

五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ム

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
本
会
の
共
催
で
、

「
Ｂ
2
Ｂ
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
」
と
、
今
、
企
業
で
最
も
ホ
ッ

ト
な
話
題
で
あ
る
「
働
き
方
改
革
」
を

テ
ー
マ
に
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
六
〇
三
会
議
室
で
開
催
し
、
十
一
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

現
在
、
企
業
に
お
け
る
商
材
の
「
買

わ
れ
方
」
に
も
変
化
が
あ
り
、
Ｂ
2
Ｂ

企
業
に
お
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
用
が
不
可
欠
で
す
。
Ｂ
2

Ｃ
商
材
と
比
較
し
て
、
成
約
ま
で
の
リ

ー
ド
タ
イ
ム
が
長
い
Ｂ
2
Ｂ
で
は
、
顧

客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
が

重
要
で
す
。
結
果
を
出
す
に
は
、
購
入

ま
で
の
各
フ
ェ
ー
ズ
に
合
っ
た
コ
ン
テ

ン
ツ
を
選
定
し
、
デ
ー
タ
に
裏
打
ち
さ

れ
た
確
か
な
シ
ナ
リ
オ
を
作
る
こ
と
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
講
演
の
第
一
部
は
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
コ
ム
オ
ン
ラ
イ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
Ｍ
Ａ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
担
当

担
当
課
長

肥
田

雄
一

朗
氏
、
同
社
Ｗ
ｅ
ｂ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

担
当

担
当
課
長

松
本

隆
児
氏
を

講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「『
Ｍ
Ａ
を
導

入
し
た
だ
け
』、『
メ
ー
ル
配
信
だ
け
』

か
ら
脱
却
し
た
い
企
業
の
方
必
見
！
〜

コ
ン
テ
ン
ツ
と
デ
ー
タ
活
用
で
変
わ
る

Ｂ
2
Ｂ
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」
と
題
し
、
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
演
で
は
、
新
規
顧
客
獲
得
か
ら

育
成
、
そ
し
て
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
の
各
ス

テ
ッ
プ
を
推
し
進
め
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
成
功
に
導
く
た
め
に
重

要
な
役
割
を
果
た
す
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｍ
Ａ
）
や
コ

ン
テ
ン
ツ
シ
ナ
リ
オ
設
計
・
活
用
の
ノ

ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。続

い
て
、
第
二
部
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
＆
コ
ン
テ
ン
ツ
サ
ー
ビ

ス
部

担
当
課
長

村
上

浩
一
氏
を

講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
Ａ
Ｉ
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用
に
よ

る
働
き
方
改
革
」
と
題
し
て
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
提
供
す
る
、

働
き
方
改
革
に
も
役
に
立
つ
Ａ
Ｉ
や
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
、
具
体
的
に

は
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
や
ク
ラ
ウ
ド
型
の

コ
ン
テ
ン
ツ
管
理
サ
ー
ビ
ス
や
グ
ル
ー

プ
ウ
ェ
ア
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
9
0
0
点

レ
ベ
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
匹
敵

す
る
精
度
を
持
つ
Ａ
Ｉ
翻
訳
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。

会場にはフィリピン企業の製品も展示された

第5回特別セミナー

講演する
肥田 雄一朗氏

講演する
松本 隆児氏

講演する
村上 浩一氏
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本
会
が
共
催
し
た
「
第
二
八
回
埼
玉

県
産
業
教
育
フ
ェ
ア
」
が
埼
玉
県
教
育

委
員
会
と
埼
玉
県
産
業
教
育
振
興
会
の

主
催
に
よ
り
十
一
月
十
七
日
㈯
・
十
八

日
㈰
の
二
日
間
の
日
程
で
さ
い
た
ま
市

の
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
を
メ
イ
ン
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
「
創
る
未
来

世
代
を
担

う

我
ら
の
軌
跡
」
と
題
し
て
、
専
門

高
校
（
農
業
・
工
業
・
商
業
・
家
庭
・

看
護
・
福
祉
）
等
で
学
ぶ
生
徒
に
よ
る

学
習
成
果
の
発
表
や
、
制
作
物
の
展
示
、

体
験
教
室
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
高
校
生
に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア
」

が
十
八
日
㈰
に
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
二
日
間
で
一
八
�
〇
〇
〇
人
の
来

場
が
あ
り
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
本
会
上
條
正
仁
会
長
、

（
公
財
）埼
玉
県
産
業
振
興
公
社
織
田
秀

明
理
事
長
、（
公
財
）埼
玉
県
産
業
文
化

セ
ン
タ
ー
檜
山
志
の
ぶ
事
務
局
長
、
埼

玉
県
産
業
教
育
振
興
会
大
野
松
茂
会
長
、

埼
玉
県
教
育
委
員
会
小
松
弥
生
教
育
長
、

埼
玉
県
専
門
高
校
長
会
梅
澤
仁
会
長
等

と
と
も
に
、
柴
山
昌
彦
文
部
科
学
大
臣

が
御
出
席
さ
れ
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

開
会
式
終
了
後
の
基
調
講
演
で
は

「
職
業
を
学
ぶ
高
校
生
に
期
待
す
る
こ

と
〜
志
を
立
て
る
〜
」
と
題
し
て
、
武

蔵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
代
表

取
締
役
大
谷
義
武
氏
に
御
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

大
谷
氏
は
埼
玉
県
の
御
出
身
で
、
県

立
浦
和
西
高
校
、
東
京
大
学
経
済
学
部

を
御
卒
業
後
、
三
井
不
動
産
株
式
会
社

に
入
社
さ
れ
、
三
〇
歳
で
同
社
を
退
社

し
、
起
業
さ
れ
ま
し
た
。

起
業
の
き
っ
か
け
は
、
将
来
「
日
本

の
良
さ
を
伝
え
ら
れ
る
道
徳
教
育
の
機

関
を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う
夢
の
実
現

で
し
た
。
二
〇
代
の
時
に
ニ
ュ
ー
ス
で

起
業
家
が
学
校
を
買
っ
た
と
い
う
こ
と

を
知
り
、
関
係
者
に
直
接
お
会
い
し
、

話
を
聴
く
こ
と
で
、
夢
が
目
標
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
起
業
に
つ
い
て
悩
ん

で
い
る
と
き
に
、
幕
末
の
思
想
家
で
あ

る
吉
田
松
陰
先
生
の
足
跡
を
訪
ね
、
三

〇
歳
で
起
業
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
自

分
が
大
好
き
な
こ
と
を
ヒ
ン
ト
に
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
考
え
、
周
囲
か
ら
の
反

対
を
押
し
切
っ
て
起
業
さ
れ
ま
し
た
。

起
業
後
の
仕
事
は
大
変
で
し
た
が
、

「
好
き
な
こ
と
」・「
得
意
な
こ
と
」
で

あ
っ
た
た
め
頑
張
る
こ
と
が
で
き
た
と

の
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
る
高

校
生
に
「
こ
れ
か
ら
就
職
を
考
え
て
い

る
皆
さ
ん
は
会
社
の
理
念
を
見
て
く
だ

さ
い
。
就
職
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ

ー
ト
で
す
。
自
分
の
能
力
・
技
術
を
生

か
し
な
が
ら
、
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に

す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
好
き
な
こ

と
な
ら
努
力
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
高
校

生
の
皆
さ
ん
は
志
を
持
て
る
か
ど
う
か

が
重
要
で
、
会
社
の
理
念
、
そ
し
て
自

分
に
合
っ
た
楽
し
い
仕
事
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
。」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

一
方
、
地
下
展
示
場
で
は
、
専
門
高

校
等
に
よ
る
作
品
展
示
、
体
験
コ
ー
ナ

ー
、
ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、

発
表
会
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

新
た
な
取
組
と
し
て
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

動
画
制
作
体
験
・
埼
玉
県
教
委
と
島
根

県
教
委
と
の
連
携
協
定
に
基
づ
い
て
島

根
県
の
専
門
高
校
生
た
ち
が
開
発
・
生

産
し
た
商
品
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

屋
外
で
は
、
ア
イ
デ
ア
弁
当
の
販
売
、

ミ
ニ
新
幹
線
・
Ｓ
Ｌ
の
乗
車
体
験
等
の

ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
中
央
自
由
通
路
で

は
、
生
徒
が
開
発
し
た
商
品
、
生
産
し

た
農
産
物
の
販
売
、
工
業
科
及
び
家
庭

科
の
作
品
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
会
は
今
後
と
も
教
育
界
と
地
元
産

業
界
の
連
携
強
化
に
努
め
、
本
県
の
次

代
を
担
う
若
者
の
育
成
に
尽
力
い
た
し

ま
す
。
関
係
企
業
の
皆
様
の
一
層
の
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大谷 義武氏

開会式の様子

春日部工業高校によるミニ新幹線
乗車体験

杉戸農業高校による観葉植物の
ハイドロカルチャー体験コーナー

新座総合技術高校服飾デザイン科
によるファッションショー

協賛出展による体験コーナー

高校生がつくった商品・農作物の
販売と作品展示

アイデアロボットコンテスト

本
会
共
催

第
二
八
回

埼
玉
県
産
業
教
育
フ
ェ
ア
開
催
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平
成
三
〇
年
度
秋
季
部
西
部
地
区
協
議
会

「
㈱
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
視
察
会

〜
当
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
『
野
菜
の
元
気
を
お
届
け
し

ま
す
』
に
つ
い
て
学
ぶ
〜
」
を
開
催

十
一
月
十
六
日
㈮
の
平
成
三
〇
年
度

秋
季
南
部
地
区
協
議
会
で
は
、
サ
イ
デ

ン
化
学
株
式
会
社

東
京
工
場
に
お
い

て
施
設
見
学
会
を
開
催
し
、
九
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

サ
イ
デ
ン
化
学
株
式
会
社
は
一
九
四

〇
年
に
設
立
さ
れ
た
籠
島
澱
粉
工
業
株

式
会
社
を
前
身
と
し
、
元
々
は
小
麦
粉

の
デ
ン
プ
ン
か
ら
デ
ン
プ
ン
糊
を
製
造

し
て
い
ま
し
た
。
戦
後
、
世
の
中
に
デ

ン
プ
ン
糊
で
は
接
着
で
き
な
い
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
等
の
素
材
が
出
回
る
よ
う
に
な

る
と
、
同
社
は
化
学
的
に
つ
く
る
糊
を

研
究
し
、
い
ち
早
く
デ
ン
プ
ン
か
ら
合

成
樹
脂
へ
転
換
を
図
り
ま
し
た
。
そ
の

後
も
、
一
九
六
九
年
に
カ
タ
カ
ナ
表
記

の
現
社
名
へ
変
更
す
る
と
と
も
に
、
石

油
化
学
の
急
速
な
発
展
を
背
景
に
、
合

成
樹
脂
系
接
着
剤
や
粘
着
剤
、
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
剤
な
ど
の
各
種
機
能
性
樹
脂
を

独
自
の
技
術
で
開
発
し
て
き
ま
し
た
。

日
常
の
生
活
の
中
で
、
同
社
の
製
品

を
直
接
目
に
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
当
社
が
製
造
す
る
接
着
剤
や
粘
着

剤
は
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
製

品
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

背
景
に
は
、
企
業
理
念
の
筆
頭
に
「
研

究
開
発
こ
そ
が
メ
ー
カ
ー
の
基
本
」
を

掲
げ
、
社
員
の
三
分
の
一
を
研
究
分
野

に
配
置
し
た
独
自
の
技
術
力
で
、
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
き
め
細

か
く
応
え
た
接
着
剤
や
粘
着
剤
を
開
発

す
る
と
い
う
戦
略
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
視
察
で
は
、
東
京
工
場
で
事

業
概
要
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
後
に
、

製
造
現
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
、
南
部
地
区
協
議
会

牛
窪

啓
詞
議
長
（
株
式
会
社
愛
工

舎
製
作
所

代
表
取
締
役
会
長
）
か
ら

開
会
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続

い
て
、
サ
イ
デ
ン
化
学
株
式
会
社

代

表
取
締
役
社
長

籠
島

嘉
隆
氏
に
よ

る
概
要
説
明
を
受
け
た
後
、
製
造
現
場

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
場
視
察
で
は
、
同
施
設
内
、
第
三

工
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
社
で
は
三
ト
ン
か
ら
最
大
三
〇
ト
ン

の
重
合
槽
と
呼
ば
れ
る
製
造
設
備
を
有

し
て
お
り
、
同
社
全
体
で
の
生
産
能
力

は
月
に
九
〇
〇
〇
ト
ン
に
も
及
ぶ
と
の

こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
同
社
の
重
合
設

備
は
、
原
料
混
合
槽
、
重
合
槽
、
配
合

槽
が
上
か
ら
順
に
立
体
的
に
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
移
送
の
配
管
が
短
く
ポ
ン

プ
等
が
必
要
で
な
い
た
め
効
率
的
な
製

造
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

参
加
者
も
興
味
深
く
見
学
し
て
お
り
、

見
学
終
了
後
に
は
、
最
近
の
商
品
の
ト

レ
ン
ド
や
海
外
事
業
に
関
す
る
質
問
が

出
さ
れ
、
積
極
的
な
意
見
交
換
が
さ
れ

ま
し
た
。

十
一
月
二
六
日
㈪
の
平
成
三
〇
年
度

秋
季
西
部
地
区
協
議
会
で
は
、
株
式
会

社
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
施
設
見
学
会
を
開
催
し
、
計
十

三
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

株
式
会
社
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
漬
物
部
門
全
国
販
売
数
量

ラ
ン
キ
ン
グ
第
一
位
の
ヒ
ッ
ト
商
品
で

あ
る
「
ご
飯
が
ス
ス
ム

キ
ム
チ
」
を

製
造
し
て
い
る
業
界
売
上
げ
№
1
の
企

業
で
す
。
同
社
は
、
一
九
七
七
年
の
創

業
以
来
、
浅
漬
の
味
を
育
み
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
感
覚
を

食
卓
に
持
ち
込
み
、
多
く
の
お
客
様
に

愛
さ
れ
る
商
品
づ
く
り
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
最
も
大
切
に
し

て
き
た
の
は
二
つ
の
こ
だ
わ
り
で
す
。

一
つ
は
、
原
料
で
あ
る
野
菜
の
品
質
、

す
な
わ
ち
「
元
気
と
お
い
し
さ
」
へ
の

こ
だ
わ
り
。
も
う
一
つ
は
、
皆
様
の
食

卓
に
新
鮮
な
ま
ま
お
届
け
し
、
安
心
・

安
全
な
商
品
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
で
す
。

開会挨拶を行う
牛窪 啓詞議長

工場内で説明を受ける参加者

説明を行う
サイデン化学㈱
籠島 嘉隆社長

同社の主力製品「サイビノール」

説明を行う㈱ピック
ルスコーポレーショ
ン 荻野 芳朗会長

平
成
三
〇
年
度
秋
季
南
部
地
区
協
議
会

「
サ
イ
デ
ン
化
学
㈱
視
察
会
〜
当
社
の
企
業
理
念

『
研
究
開
発
こ
そ
が
メ
ー
カ
ー
の
基
本
』に
つ
い
て

学
ぶ
〜
」
を
開
催

工場内で説明を受ける参加者
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平
成
三
〇
年
度
秋
季
北
部
地
区
協
議
会

「
株
式
会
社
ラ
ス
コ

視
察
会
〜
当
社
の
企
業
方

針
『
か
た
ち
に
し
て
い
く
力
』
に
つ
い
て
学
ぶ
〜
」

を
開
催

今
回
の
視
察
で
は
、
同
社
で
中
心
的

機
能
を
果
た
す
三
芳
町
の
統
括
事
業
本

部
で
事
業
概
要
を
説
明
い
た
だ
い
た
後
、

工
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
、
本
会
常
務
理
事

廣
澤

健
一
よ
り
開
会
の
挨
拶
を
行
い

ま
し
た
。
続
い
て
、
株
式
会
社
ピ
ッ
ク

ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締

役
会
長

荻
野

芳
朗
氏
よ
り
、
会
社

の
ご
紹
介
を
い
た
だ
い
た
後
、
工
場
見

学
を
行
い
ま
し
た
。

工
場
で
は
、
出
勤
の
際
は
静
脈
認
証

を
要
し
、
登
録
さ
れ
た
職
員
し
か
入
れ

な
い
ほ
か
、
入
場
の
際
は
徹
底
し
て
異

物
を
除
去
す
る
、
健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
な
う
な
ど
安
全
管
理
の
た
め
厳

格
な
管
理
体
制
が
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
漬
物
は
加
熱
処
理
を
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
都
合
上
、
原
材
料
の
保
管
、

製
造
の
現
場
、
出
荷
ま
で
一
貫
し
て
冷

蔵
状
態
を
保
つ「
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
」

が
敷
か
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

視
察
中
も
同
工
場
内
で
は
多
く
の
職
員

が
作
業
に
従
事
し
て
お
り
、
そ
の
数
は

昼
夜
合
わ
せ
て
二
五
〇
人
に
も
及
ぶ
と

の
こ
と
で
し
た
。

見
学
終
了
後
は
、
同
社
の
ヒ
ッ
ト
商

品
「
ご
飯
が
ス
ス
ム

キ
ム
チ
」
や
Ｅ

Ｃ
で
展
開
す
る
新
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｐ
ｉ
ｅ

ｎ
ｅ
（
ピ
ー
ネ
）」
の
製
品
な
ど
の
試

食
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
四
日
㈪
の
平
成
三
〇
年
度
秋

季
北
部
地
区
協
議
会
で
は
、
株
式
会
社

ラ
ス
コ

本
社
工
場
に
お
い
て
施
設
見

学
会
を
開
催
し
、
十
一
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

株
式
会
社
ラ
ス
コ
の
前
身
で
あ
る
昭

和
冷
機
株
式
会
社
の
創
業
は
一
九
六
四

年
で
あ
り
、
主
に
食
品
業
界
向
け
の
冷

凍
・
冷
蔵
庫
の
設
備
工
事
を
営
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
冷
凍
装
置
・
機
器

の
進
歩
等
に
伴
う
競
争
激
化
を
踏
ま
え
、

七
〇
年
代
終
盤
か
ら
は
現
在
の
主
事
業

で
あ
る
半
導
体
・
液
晶
業
界
向
け
の
ク

リ
ー
ン
環
境
・
温
湿
度
制
御
装
置
の
製

造
を
開
始
し
ま
し
た
。
八
〇
年
に
は

「
設
備
工
事
業
」
か
ら
「
機
器
製
造
メ

ー
カ
ー
」
へ
の
業
態
変
更
に
取
組
み
、

戸
田
市
に
初
の
自
社
工
場
を
開
設
し
、

冷
凍
・
空
調
装
置
の
製
造
メ
ー
カ
ー
と

し
て
半
導
体
・
液
晶
業
界
へ
製
品
提
供

拡
大
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
九
一
年

に
は
一
業
界
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
幅

広
く
営
業
展
開
し
て
い
く
と
い
う
思
い

を
込
め
た
現
在
の
社
名
に
変
更
し
、
二

〇
〇
二
年
に
は
事
業
の
拡
張
と
合
理
化

の
観
点
か
ら
点
在
す
る
全
工
場
と
本
社

機
能
を
加
須
市
へ
移
転
・
統
合
し
ま
し

た
。こ

う
し
た
変
革
の
取
組
の
中
で
、
同

社
が
一
貫
し
て
育
ん
で
き
た
も
の
は
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
と
そ
れ
に
こ
た
え
る

創
意
工
夫
の
精
神
を
基
本
と
し
た
「
か

た
ち
に
し
て
い
く
力
」
で
す
。
同
社
は
、

「
か
た
ち
に
し
て
い
く
力
」
を
企
業
方

針
と
し
て
掲
げ
、
全
社
一
丸
と
な
っ
て
、

社
会
（
お
客
様
）
の
要
求
や
価
値
観
等

を
満
足
さ
せ
る
高
品
質
な
製
品
と
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
視
察
は
、
本
社
工
場
で
事
業

概
要
を
説
明
い
た
だ
い
た
後
、
製
造
現

場
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
、
北
部
地
区
協
議
会

橋
元

健
議
長
（
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
株
式

会
社

取
締
役
副
社
長
）
か
ら
開
会
の

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
、
株

式
会
社
ラ
ス
コ

代
表
取
締
役

橋
口

拓
郎
氏
よ
り
、
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
続
い
て
、
同
社
管
理
部
企
画
課

課
長

蓮
見

雅
史
氏
よ
り
事
業
概
要

の
説
明
を
受
け
た
後
、
製
造
現
場
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
場
視
察
で
は
、
半
導
体
基
板
に
パ

タ
ー
ン
を
焼
き
付
け
る
半
導
体
露
光
装

置
製
造
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。
超

精
密
機
器
を
製
造
す
る
同
工
場
内
は
非

常
に
清
潔
に
保
た
れ
て
お
り
、
ホ
コ
リ

の
原
因
と
な
る
紙
や
段
ボ
ー
ル
な
ど
も

原
則
持
ち
込
み
禁
止
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
同
様
の
配
慮
で
ホ
コ
リ
な
ど
が
入

ら
な
い
よ
う
工
場
は
窓
も
少
な
く
設
計

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

見
学
終
了
後
に
は
、
設
計
の
方
法
や

採
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
積
極
的
に

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

自ら商品の説明を行う荻野会長（向かって右）と、
宮本社長（向かって左）

開会挨拶を行う
橋元 健議長

挨拶を行う
㈱ラスコ 代表取締役
橋口 拓郎氏

説明を行う㈱ラスコ
蓮見 雅史課長

工場内を視察する参加者

同社商品の試食会も実施された
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平
成
三
〇
年
度

第
二
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
埼
玉
県
障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

「
女
性
活
躍
の
た
め
の
働
き
方
改
革
推
進
セ
ミ
ナ

ー
」
開
催

障
害
者
の
要
望
に
過
度
な
負
担
に
な

ら
な
い
範
囲
で
応
じ
る「
合
理
的
配
慮
」

を
義
務
付
け
た
障
害
者
差
別
解
消
法
が

平
成
二
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
改
正
障
害
者
雇
用
促

進
法
に
よ
り
、
平
成
三
〇
年
度
か
ら
精

神
障
害
者
を
法
定
雇
用
率
の
算
定
基
礎

に
加
え
る
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
加

え
て
法
定
雇
用
率
の
改
正
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
企
業
が
障
害
者
雇
用
を
進
め
る

環
境
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

企
業
の
皆
様
に
障
害
者
雇
用
の
一
層

の
促
進
を
図
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
十
一
月
二
七
日
㈫
、
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
て
、「
埼
玉
県
障
害
者
雇
用
促
進

セ
ミ
ナ
ー
」
を
埼
玉
県
、
埼
玉
労
働
局
、

本
会
の
共
催
に
て
開
催
し
、
一
五
二
名

と
い
う
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

当
日
は
ま
ず
、
埼
玉
労
働
局

職
業

安
定
部
長

大
塚

陽
太
郎
氏
か
ら
あ

い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
公
立
大
学
法
人
埼
玉
県
立

大
学

副
学
長

朝
日

雅
也
氏
を
講

師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
障
害
者
雇
用

に
お
け
る
合
理
的
配
慮
と
向
き
合
う
〜

現
場
の
知
恵
で
雇
用
す
る
側
も
さ
れ
る

側
も
大
満
足
！
〜
」
と
題
し
て
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
ま
ず
、
障
害
者
の
雇
用

に
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、
障
害
者
雇

用
の
「
魅
力
」
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
障
害
の
特
性
を
プ

ラ
ス
に
捉
え
る
視
線
な
ど
、
仕
事
を
す

る
上
で
障
害
を
再
考
す
る
必
要
性
や
、

障
害
者
雇
用
に
お
け
る
「
合
理
的
配

慮
」
の
内
容
等
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

次
に
、「
障
害
者
を
雇
用
す
る
に
あ

た
っ
て
」
と
題
し
、
埼
玉
県
障
害
者
雇

用
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

企
業
支

援
部
門

部
門
長

岡
濱

君
枝
氏
か

ら
、
障
害
者
雇
用
を
め
ぐ
る
現
状
や
課

題
、雇
用
の
ポ
イ
ン
ト
や
、雇
用
開
拓
・

企
業
支
援
・
定
着
支
援
等
の
埼
玉
県
障

害
者
雇
用
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。

最
後
に
、
障
害
者
雇
用
企
業
に
よ
る

障
害
者
と
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
株
式
会
社
サ
イ
サ
ン

人
事

総
務
部
長

小
嶋

正
義
氏
、
同
社

人
事
課

渡
辺

万
里
絵
氏
か
ら
「
当

社
の
障
害
者
雇
用
の
取
組
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
同
社
の
障
害
者
雇
用
の
状
況

や
、
定
着
へ
の
取
り
組
み
、
障
害
者
実

習
生
の
受
け
入
れ
状
況
な
ど
に
つ
い
て

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
Ｍ
Ｃ
Ｓ
ハ
ー
ト
フ
ル
株
式

会
社

代
表
取
締
役
社
長

今
野

雅

彦
氏
か
ら
「
精
神
障
害
者
雇
用
の
取
組

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
同
社
の
障
害
者

雇
用
の
状
況
や
、
労
務
管
理
・
職
場
適

応
の
向
上
な
ど
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

平
成
二
八
年
六
月
二
日
に
閣
議
決
定

し
た
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ

ン
」
及
び
平
成
二
九
年
三
月
二
八
日
に

働
き
方
改
革
実
現
会
議
で
決
定
さ
れ
た

「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」
に
お
い
て
、

働
き
方
改
革
及
び
女
性
の
活
躍
推
進
は

我
が
国
の
成
長
戦
略
と
し
て
重
要
な
課

題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
六

月
二
九
日
に
は「
働
き
方
改
革
関
連
法
」

が
成
立
い
た
し
ま
し
た
。

女
性
の
活
躍
推
進
や
働
き
方
改
革
へ

の
取
組
み
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
狙
い
と
し
て
、
一
〇
月
三
一
日
㈬
、

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
て
、
埼
玉
労
働
局
と
本
会
と

の
共
催
で
、
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委

員
会
「
女
性
活
躍
の
た
め
の
働
き
方
改

革
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
九
二

事例発表を行う
今野 雅彦氏

説明を行う
岡濱 君枝氏

講演する
朝日 雅也氏

事例発表を行う小嶋 正義氏（右）と渡辺 万里絵氏（左）

開会挨拶をする
木塚埼玉労働局長

講演する
油井 文江氏

事例発表を行う
庄司 久佳氏

埼玉県障害者雇用促進セミナー
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ダウンロードはこちら

「
民
法
（
債
権
法
）
改
正
に
係
る
契
約
実
務
へ
の

影
響
」
〜
契
約
実
務
、
債
権
管
理
、
契
約
の
規
定
、

実
務
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
と
緊
急
の
課
題
と
は
〜

名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
、
埼
玉
労
働
局
長

木
塚

欽
也
氏
に
よ
る
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

続
い
て
、
一
般
社
団
法
人
日
本
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
機

構

専
務
理
事
、
株
式
会
社
ゆ
い
ア
ソ

シ
エ
イ
ツ

代
表
取
締
役

油
井

文

江
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
女

性
活
躍
か
ら
始
ま
る
働
き
方
改
革
〜
い

ま
こ
そ
人
材
確
保
、
生
産
性
・
収
益
ア

ッ
プ
の
仕
組
み
づ
く
り
を
！
」
と
題
し
、

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、

女
性
活
躍
推
進
の
現
状
に
つ
い
て
、
埼

玉
県
の
デ
ー
タ
な
ど
も
参
照
し
な
が
ら

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
女
性
活
躍
を
ど
う
推
進
し
て
い
く

か
、
女
性
が
活
躍
す
る
企
業
は
価
値
創

造
力
が
高
く
、
業
績
も
よ
い
と
い
っ
た

分
析
も
交
え
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
事
例
発
表
と
し
て
、
前
澤
工

業
株
式
会
社

管
理
本
部
人
事
部

課

長

庄
司

久
佳
氏
よ
り
「
我
が
社
の

女
性
活
躍
推
進
へ
の
取
組
に
つ
い
て
」

と
題
し
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。
発
表

で
は
、
同
社
の
女
性
社
員
の
概
況
や
、

社
内
の
女
性
社
員
活
躍
推
進
チ
ー
ム

Ｍ
Ａ
女
（
マ
ジ
ョ
）
会
の
取
組
に
つ
い

て
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
埼
玉
労
働
局
雇
用
環
境
・

均
等
室

雇
用
環
境
改
善
・
均
等
推
進

指
導
官

大
村

玲
子
氏
か
ら
、
働
き

方
改
革
関
連
法
案
の
内
容
、
女
性
活
躍

推
進
状
況
調
査
結
果
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
等
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。

平
成
二
九
年
五
月
、
民
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
、
平
成
三
二

年
四
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。
同

改
正
は
一
二
〇
年
ぶ
り
の
大
改
正
で
定

型
約
款
や
時
効
制
度
、
債
権
譲
渡
な
ど

の
重
要
な
内
容
が
含
ま
れ
て
お
り
、
業

種
や
取
引
類
型
を
問
わ
ず
、
契
約
や
債

権
管
理
の
実
務
に
大
き
な
影
響
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
十
一
月
十
一
日
㈪
、
千
葉

総
合
法
律
事
務
所

弁
護
士

千
葉

博
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「『
民

法
（
債
権
法
）
改
正
に
係
る
契
約
実
務

へ
の
影
響
』
〜
契
約
実
務
、
債
権
管
理
、

契
約
の
規
定
、
実
務
に
お
け
る
ポ
イ
ン

ト
と
緊
急
の
課
題
と
は
〜
」
と
題
し
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
十
五

名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

千
葉
弁
護
士
か
ら
は
、
民
法
（
債
権

法
）
改
正
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
読
み
解

き
、
契
約
・
債
権
管
理
の
実
務
に
つ
い

て
何
が
変
わ
る
か
、
各
種
の
契
約
に
関

す
る
規
程
の
変
更
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◇
講
演
の
概
要

一

債
権
法
改
正
の
概
要

・
改
正
の
目
的
、
焦
点
、
経
過
措
置

二

契
約
実
務
へ
の
影
響
・
対
応

・
錯
誤
が
取
消
事
由
に

・
契
約
自
由
の
原
則
の
明
文
化

・
約
款
（
定
型
約
款
）
に
関
す
る
見
直

し
・
損
害
賠
償
規
定
、
契
約
解

除
要
件
、
危
険
負
担
等
の

見
直
し
に
伴
う
契
約
書
の

変
更

三

債
権
管
理
の
あ
り
方
を

ど
う
変
え
る
か

・
時
効
の
見
直
し

・
法
定
利
息
の
改
正

・
債
権
譲
渡
の
見
直
し

・
連
帯
債
務
・
保
証
債
務
等

の
債
権
管
理

四

各
種
の
契
約
の
書
式
を

ど
う
見
直
す
か

・
手
付
、
瑕
疵
担
保
責
任
等

の
見
直
し
に
伴
う
売
買
契

約
の
各
条
項
等
の
見
直
し

の
具
体
例

・
賃
貸
借
契
約
の
各
条
項
等

の
見
直
し
の
具
体
例

・
請
負
の
各
条
項
等
見
直
し

の
具
体
例

・
委
任
の
各
条
項
等
見
直
し

の
具
体
例

・
寄
託
等
そ
の
他
の
各
条
項

等
見
直
し
の
具
体
例

五

そ
の
他
の
規
定

・
債
権
者
代
位
の
見
直
し

・
詐
害
行
為
取
消
権
の
見
直

し

女性活躍推進セミナー

講義を行う
千葉 博弁護士

― 9 ―



���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������

国際貿易の相手方となる
現地企業や生産者に対す
る理解を深めるのに不可
欠な歴史的・文化的バッ
クグラウンドの調査、サ
プライチェーン管理にお
ける企業倫理問題の課題
の検討と抽出など
略歴
市橋 秀夫
（いちはし ひでお）
慶應義塾大学経済学部卒、
英国ウォーリック大学大
学院社会史研究所修士課
程・博士課程修了（PhD
in Social History）。埼
玉大学教養学部講師、准
教授、教授を経て、2016
年4月より現職。専門は
イギリス近現代社会史。
ほかに、日英のフェアト
レード、戦後日本の社会
運動史、歴史研究法とし
てのオーラル・ヒストリ
ーについても調査研究。

第二次世界大戦後の豊かになりつつ
あるイギリス社会において人びとのライフスタイルや
価値規範はどう変わったのだろうか、というのが20年
以上前の私のイギリス留学中の博士論文のテーマでし
た。その後も、「近現代社会における価値規範の変容」
という問題関心を持って歴史研究を行なってきていま
すが、そのときどきの個別の研究テーマは「1960年代
の若者文化」や「男性同性愛行為の非刑事罰化」とい
った事例研究、あるいは「地域におけるベトナム反戦
運動のオーラル・ヒストリー研究」だったりと多岐に
わたっています。
今日ここでご紹介させていただくのは、現在主流と
なっている国際貿易の構造や貿易倫理を問い直すべく
イギリスなどで始まった「フェアトレード（公正な貿
易）」に関する研究です。こんにちでは、日本の大手
スーパーでも、フェアトレードの基準に合致したコー
ヒーや紅茶、果物やジャムなどの加工品、あるいは木
綿やウールの衣料品などが販売されるまでになってき
ました。これらフェアトレードの輸入産品はいずれも、
原産国における小規模生産者や労働者の労働条件や自
然環境、あるいは女性の発言権や子どもの教育権の確
保など一定条件の確保を条件に生産と取引がなされて
います。生産物は、長期にわたる契約関係のもとに、

一般の市場より高い価格で取引されます。それに加え
て、生産地域の社会インフラや保健衛生の整備のため
のプレミアムも支払われています。
こうしたフェアトレードの運動について、一方では
イギリスの歴史的経験を、他方では日本におけるフィ
リピン・バナナのフェアトレードの歴史と現状を調査
しています。イギリスのフェアトレードは、歴史的起
源は18世紀末に始まるイギリスの奴隷貿易廃止運動に
まで遡ることができますが、現在の運動の出発点は第
二次世界大戦後の難民救援活動に端緒を持つ第三世界
の飢餓救援キャンペーンであるといえます。一方の日
本のフェアトレードの事例研究では、フェアトレード
の抱える困難や問題点を、運動の成果としてではなく、
生産者の生計戦略や個人史の視点から明らかにできる
よう現地でのインタビューを行なっています。フェア
トレードの歴史を広く、貿易理念だけでなく家族や個
人の成育史、将来
展望といったさま
ざまな価値規範の
マトリックスの変
容の中に位置づけ
てみたいと思って
います。

機械のなめらかな運動を
実現させるために必要な
計測技術と設計技術の提
供。
略歴
田所 千治
（たどころ ちはる）
2005年 横浜国立大学大
学院修了。
株式会社東芝などを経て、
2016年 埼玉大学大学院
理工学研究科助教、2018
年より現職。
専門は機械力学、トライ
ボロジー（摩擦、摩耗、
潤滑）。

近年、地球環境問題を背景に機械
製品は高性能化だけでなく、エネルギー効率の向
上が強く求められています。例えば自動車の場合、
摩擦によるエネルギー損失は燃料消費の35％をも
占めています。そのため、摩擦低減の取組みが積
極的におこなわれています。また、他の問題とし
て、摩擦により生じる振動があります。振動が機
械の性能を劣化させることや振動が音としてユー
ザーに伝わることで品質を低下させることがあり
ます。
ここで、問題解決のセオリーを紹介します。潤
滑剤により潤滑されている場合の摩擦係数は図の
ような傾向を示します。図は
ストライベック曲線と呼ばれ、
速度に応じて3種類の潤滑領
域に分けられます。⑴ 流体
潤滑：潤滑剤により2面間が
隔てられ支持されている状態、
⑵ 境界潤滑：潤滑剤による
支持能力がなく固体面同士が
接触・支持している状態、⑶
混合潤滑：⑴と⑵の混合状

態。摩擦低減の方法は潤滑領域によって異なり、
流体潤滑では潤滑剤の粘度を下げることが有効、
境界潤滑では固体表面に潤滑膜を形成する添加剤
を潤滑剤に加えることが有効です。また、摩擦に
より生じる振動や音を抑制するためには、境界潤
滑～流体潤滑の摩擦係数を一定もしくは単調増加
にすることが有効です。
私の研究では、新しい材料や技術を取り入れて
機械に求められる『なめらかな動き』の実現を目
指しています。例えば、境界潤滑の摩擦係数は潤
滑剤を用いても大抵0．1程度ですが、京都大学化
学研究所の辻井敬亘先生が開発された濃厚ポリマ

ーブラシを用いると摩擦係数が0．00
01となります。この新素材を社会実
装するために科学技術振興機構の
ACCELプロジェクトが進んでおり、
本学も参画して機械要素への応用に
取り組んでいます。また、摩擦によ
り生じる振動や音の問題に対しては、
摩擦力の『向き』の変化を利用した
新しい制振技術を実際の機械要素へ
応用する取り組みをしています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 常務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111111111111111111111111111000000000000000000000000回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

フェアトレードと価値規範変容の歴史研究
大学院人文社会科学研究科 史学領域 市 橋 秀 夫 教授

摩擦のお悩み、解決します。
大学院理工学研究科 人間支援・生産科学部門 人間支援工学領域 田 所 千 治 准教授

図 ストライベック曲線
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2016年に掲載された前回コラムでは、「市民目線の防災技術」
と題して、誰もが簡単に操作・実験のできる体験型防災学習教
材の開発について紹介させて頂いた。この活動は現在も継続的
に実施しており、開発した教材は埼玉県防災学習センターに寄
贈され、行田市や鴻巣市で開催される「こども大学」や本学オ
ープンキャンパスで活用されています。このような活動に加え
て、昨年から長谷川研究室では表題「3．11を
学びに変える」をテーマに、東日本大震災の
教訓をあらためて見直すプロジェクトを開始
しました。日本の観測史上最大のマグニチュ
ード9を記録し、東日本に未曽有の津波被害
をもたらした東北地方太平洋沖地震（東日本
大震災3．11）から7年が経過しました。プロ
ジェクトの企画にあたり現地を視察してみる
と、地域によって復興状況は様々であり、こ

の7年間の時間の重さをあらためて痛感した次第です。
さて、「3．11を学びに変える」プロジェクトでは、まず、話
題となった「震災遺構」の問題に取り組みました。震災遺構と
は、災害の記憶を後世に伝える目的で保存する断層や被災建築
のことです。事例として、2016年に震災遺構に決定された石巻
市旧大川小学校を取り上げました（写真参照）。同校では、生

徒74名と教職員10名が北上川を遡上した津波
の犠牲となりました。地震発生から1時間の
猶予と沿岸から5㎞離れた内陸の地点で、何
故多くの犠牲者を生んだのか？ いまだ検証
されていない問題ですが、防災教育の観点か
ら震災遺構化の意義を探索しました。
今後も具体的なトピックを一つひとつ洗い
出しながら、3．11がもたらした教訓を整理し
ていきたいと思います。

2018年4月製造学科は総合機械学科と
して新しく出発しました。今回は、その
狙いについて報告します。

今、ものづくりの世界は大きく変化しています。第4次産業
革命と呼ばれる変革の時代の中、AI（人工知能）や IoT（人
を含むあらゆるモノがインターネットでつながる）が日常のも
のとなり、ものづくりや社会全体に大きな変化をもたらしつつ
あります。
これまで製造学科では、大学の基本理念である実技・実務教育
を基本に、機械を中心とした製造技術について教えてきました。
今回はそれに加えて、AI や IoTの分野を強化します。
コースは、「機械デザインコース」「ロボットシステムコース」
「ヒューマンインタフェースコース」「生産システムコース」
の4つですが、特に新しく設けた「ヒューマンインタフェース
コース」は高度なセンサやバーチャルリアリティを活用し、ひ
ととモノのつながりを追及する人間工学や感性工学と言った分

野について研究や教育をおこないます。
学科名称については、上記の変更を考慮し、高校生によりわ
かり易い新しい名称とし「総合機械学科」に変更しました。
学科では、学生の意欲を引き出すため色々なことをしていま
す。例えば、図1は文科省の平成27年度私立大学等改革総合支
援事業補助金により導入された3次元プリンタで、PC関連の
教室に31台用意されています。学生が興味を持って勉強するこ
とができるよう、CADで作った形状をその場で造形・確認す
ることができます。
今後とも学生の意欲や能力
を伸ばすことはもちろん、地
元の経済界の要望やニーズを
捉えた上で、ものづくりに貢
献できる人材育成に努めてま
いりますので、総合機械学科、
ご期待ください。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 常務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第999999999999999999999999111111111111111111111111回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

3.11を学びに変える
建設学科 長谷川 正 幸 教授

長谷川正幸（はせがわ まさゆき）教授・工学博士 日本大学理工学部建築学科卒業、同大学院理工学研究科修士課程修了。清
水建設株式会社を経て、2013年4月よりものつくり大学教授。地震・耐震工学、とくに建物と地盤・基礎・杭の動的相互作用問
題が専門。防災士。

製造学科から総合機械学科へ
総合機械学科 高 橋 正 明 教授

高橋 正明（たかはし まさあき）教授 博士（工学）、東京都立大学修士修了、日本ビクター㈱、都立航空工業高等専門学校、
東京工業大学、ものつくり大学助教授を経て、2005年よりものつくり大学教授、現在学科長。専門分野：形状計測、知的センシ
ング、CAD（連絡先：048‐564‐3837）

旧大川小学校校庭で家族が犠牲となった元女
川中学校教員の語り部・佐藤敏郎氏とのディ
スカッション風景

図1 3次元プリンタ
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労
働
問
題
実
務
対
応
講
座

第
五
講

「
有
期
契
約
社
員
の
契
約
対
応
実
務
」
を
開
催

労
働
問
題
実
務
対
応
講
座

第
六
講

「
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
を
め
ぐ
る

企
業
の
法
的
責
任
と
実
務
対
応
」
を
開
催

人
事
・
労
務
・
法
務
担
当
者
並
び
に

管
理
職
に
求
め
ら
れ
る
労
働
法
実
務
知

識
並
び
に
実
務
上
の
注
意
点
等
を
修
得

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
労
働
問
題

実
務
対
応
講
座
を
全
七
講
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

第
五
講
は
、「
有
期
契
約
社
員
の
契

約
対
応
実
務
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本
を

代
表
す
る
人
事
・
労
務
に
関
す
る
法
律

事
務
所
で
あ
る
石
嵜
・
山
中
総
合
法
律

事
務
所
の
ヴ
ァ
イ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護

士
で
あ
る
塚
越

賢
一
郎
氏
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
、
十
一
月
十
五
日
㈭
、

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
八
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

近
年
、
多
く
の
会
社
で
有
期
契
約
社

員
の
活
用
が
進
む
一
方
、
労
働
契
約
の

終
了
や
更
新
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
も
多

発
し
て
い
ま
す
。

特
に
二
〇
一
三
年
四
月
に
施
行
さ
れ

た
改
正
労
働
契
約
法
十
八
条
に
定
め
ら

れ
た
無
期
転
換
申
込
権
が
本
年
四
月
以

降
順
次
発
生
し
始
め
て
い
る
ほ
か
、
六

月
一
日
に
出
さ
れ
た
「
ハ
マ
キ
ョ
ウ
レ

ッ
ク
ス
事
件
」及
び「
長
澤
運
輸
事
件
」

の
最
高
裁
判
決
と
六
月
二
九
日
に
成
立

し
た
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
に
よ
り

二
〇
条
が
削
除
さ
れ
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
法
八
条
に
お
い
て
新
た
に
有
期
契

約
社
員
を
含
め
た
不
合
理
な
取
り
扱
い

の
禁
止
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
影

響
も
無
視
で
き
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
有

期
契
約
社
員
の
人
材
活
用
を
考
え
る
事

業
主
に
と
っ
て
は
、
新
た
な
法
規
制
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
認
識
を
踏
ま
え
、
今
回

の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
実
務
的
・
実
践
的
な

内
容
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

一

有
期
契
約
社
員
の
雇
用
に
関
す
る

法
規
則

・
有
期
契
約
社
員
の
雇
用
に
関
す
る
法

規
制
の
概
要

・
労
働
条
件
の
明
示
等
の
手
続

・
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換

・
契
約
期
間
中
の
解
雇
・
解
除
、
雇
止

め
予
告
、
解
雇
権
濫
用
法
理
の
類
推

適
用

な
ど

二

二
つ
の
最
高
裁
判
決
と
同
一
労
働

同
一
賃
金
の
ポ
イ
ン
ト

・
ハ
マ
キ
ョ
ウ
レ
ッ
ク
ス
事
件
、
長
澤

運
輸
事
に
お
け
る
「
不
合
理
」
性
判

断
等

・
判
決
を
踏
ま
え
た
実
務
対
応

・
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
関
す
る
法
整

備

な
ど

三

有
期
契
約
社
員
の
採
用
時
と
契
約

締
結
時
の
留
意
点

・
一
回
の
契
約
期
間
の
上
限
、
労
働
条

件
の
明
示
、
契
約
期
間
に
つ
い
て
の

配
慮

・
職
種
限
定
、
業
務
限
定
、
勤
務
地
限

定
に
関
す
る
留
意
点

な
ど

四

有
期
契
約
社
員
の
処
遇
及
び
更
新

時
の
留
意
点

・
更
新
手
続
の
重
要
性

・
無
期
雇
用
転
換
申
込
権
の
放
棄

・
有
期
プ
レ
ミ
ア
ム
に
つ
い
て

・
第
二
定
年
の
定
め
に
つ
い
て

な
ど

五

有
期
契
約
社
員
の
雇
止
め
及
び
解

雇
時
の
留
意
点

・
契
約
期
間
中
の
契
約
解
消

・
雇
止
め
の
有
効
性
判
断
基
準

・
雇
止
め
の
必
要
性
と
社
会
的
相
当
性

に
つ
い
て

な
ど

第
六
講
は
、「
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ

ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
を
め
ぐ
る
企
業
の
法
的

責
任
と
実
務
対
応
」
を
テ
ー
マ
に
、
石

嵜
・
山
中
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
で
あ

る

平
井

彩
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎

え
し
十
一
月
二
九
日
㈭
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開

催
し
、
十
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

職
場
の
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
は
、

残
念
な
が
ら
多
く
の
企
業
で
発
生
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
従
業
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
不
調
を
招
く
な
ど
、
企
業
の
人
事

労
務
運
営
上
大
き
な
課
題
で
す
。

対
応
を
一
つ
間
違
え
る
と
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
に
発
展
し
、
企
業
に
と
っ
て
は

損
害
賠
償
金
額
の
負
担
は
も
と
よ
り
、

訴
訟
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
等
に
よ
り
社
会

的
な
信
用
を
失
墜
さ
せ
る
重
大
事
と
な

る
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
及

び
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
二
九
年
一
月
か
ら
、
各
企
業
は
職

場
で
の
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
等
を

理
由
と
し
た
嫌
が
ら
せ
（
い
わ
ゆ
る
マ

タ
ハ
ラ
）
を
防
止
す
る
た
め
の
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

そ
こ
で
本
年
度
は
、
昨
年
度
の
テ
ー

マ
で
あ
る
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
に
マ

タ
ハ
ラ
を
加
え
、
最
近
の
判
例
等
か
ら

み
た
対
策
や
注
意
点
等
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
企
業
が
業
績
を
あ
げ
、
社
会
的
信
用

を
確
保
す
る
に
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な

い
職
場
環
境
が
重
要
。

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
り
企
業
に
も
信

用
の
低
下
、
就
業
環
境
の
悪
化
に
よ
る

業
績
低
下
、
人
材
流
出
・
採
用
へ
の
悪

影
響
、
損
害
賠
償
義
務
な
ど
が
生
じ
る
。

・
パ
ワ
ハ
ラ
の
中
に
も
刑
法
上
の
犯
罪

行
為
、
民
法
上
の
不
法
行
為
、
企
業
秩

序
違
反
行
為
な
ど
の
類
型
が
あ
る
。

・
パ
ワ
ハ
ラ
に
当
た
る
か
ど
う
か
は
目

的
と
手
段
の
相
当
性
を
考
慮
し
て
「
業

務
の
適
正
な
範
囲
」
で
あ
る
か
を
基
準

に
判
断
す
る
。

・
パ
ワ
ハ
ラ
は
、
お
互
い
を
尊
重
す
る

文
化
の
欠
如
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
失
敗
な
ど
の
誤
解
に
よ
り
起
こ
る
。

・
セ
ク
ハ
ラ
の
中
に
も
、
刑
法
上
の
犯

罪
行
為
、
民
法
上
の
不
法
行
為
、
男
女

雇
用
機
会
均
等
法（
以
下
、「
均
等
法
」）

上
の
セ
ク
ハ
ラ
行
為
、
秩
序
違
反
行
為

な
ど
の
類
型
が
あ
る
。

・
均
等
法
上
の
セ
ク
ハ
ラ
に
は
、
労
働

者
の
対
応
に
よ
り
、
当
該
労
働
者
が
解

講義を行う
塚越 賢一郎弁護士

講義を行う
平井 彩弁護士
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「
ロ
ジ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ

分
か
り
や
す
く
、

論
理
的
に
伝
え
る
た
め
の
基
本
技
」

平
成
三
十
年
度
第
二
回
産
業
教
育
委
員
会

県
立
深
谷
商
業
高
校
を
視
察

雇
等
の
不
利
益
を
受
け
る
対
価
型
、
当

該
労
働
者
が
就
業
す
る
上
で
看
過
で
き

な
い
程
度
の
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
環
境

型
が
あ
る
（
均
等
法
十
一
条
）。

・
セ
ク
ハ
ラ
は
、
相
手
が
自
分
に
好
意

を
抱
い
て
い
る
、
性
的
な
発
言
が
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
潤
滑
油
に
な
る
な

ど
の
誤
解
な
ど
が
原
因
で
起
こ
る
。

・
マ
タ
ハ
ラ
は
妊
娠
・
出
産
・
産
前
後

休
業
の
請
求
、
取
得
等
に
よ
り
女
性
労

働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
。

・
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
等
を
契
機

と
し
て
不
利
益
取
扱
い
を
行
な
っ
た
場

合
に
は
原
則
と
し
て
法
違
反
。

・
企
業
と
し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
予
防

策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
。
防
止
措
置

を
講
じ
て
い
な
い
こ
と
自
体
が
企
業
の

安
全
配
慮
義
務
違
反
を
基
礎
づ
け
る
事

由
と
な
る
。

・
具
体
的
に
は
ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

社
内
報
、
Ｈ
Ｐ
な
ど
に
よ
る
周
知
、
就

業
規
則
に
服
務
規
律
・
懲
戒
規
定
を
設

け
る
、
内
部
通
報
窓
口
、
匿
名
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
な
ど
。

・
ま
た
、
実
際
に
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
に
は
相
談
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
応
に

よ
り
事
実
関
係
を
確
認
し
、
被
害
者
へ

の
ケ
ア
、
行
為
者
へ
の
対
処
が
必
要
。

・
社
内
報
、
Ｈ
Ｐ
等
に
よ
る
事
案
の
周

知
、
社
内
研
修
の
実
施
な
ど
、
再
発
防

止
も
重
要
に
な
る
。

上
司
へ
の
報
告
や
提
案
、
チ
ー
ム
内

で
の
情
報
共
有
、
他
部
門
へ
の
働
き
か

け
、
顧
客
へ
の
提
案
な
ど
、
仕
事
で
は

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
発
生

し
ま
す
。
速
く
、
的
確
に
仕
事
を
進
め

る
た
め
に
は
、
自
分
の
考
え
を
分
か
り

や
す
く
、
説
得
力
を
も
っ
て
伝
え
る
た

め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
持
つ
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
ぜ

ひ
身
に
つ
け
て
お
き
た
い
も
の
が
、「
ロ

ジ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
」
で
す
。

そ
こ
で
、
十
一
月
二
八
日
㈬
、
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー「
ロ
ジ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
」

の
著
者
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

照
屋

華
子
氏
を
講

師
に
お
迎
え
し
、「
ロ
ジ
カ
ル
・
シ
ン

キ
ン
グ

分
か
り
や
す
く
、
論
理
的
に

伝
え
る
た
め
の
基
本
技
」
と
題
し
、
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
九
名

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
効
果
的
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
効
率
的
に
作
る
た
め
の
確
認
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
準
備
と
、

論
理
的
で
わ
か
り
や
す
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
組
み
立
て
を
中
心
に
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
は
、
身
近

な
メ
ー
ル
文
を
題
材
と
し
た
ミ
ニ
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
な
ど
も
交
え
進
め
ら
れ
、
明

日
の
仕
事
か
ら
す
ぐ
に
使
え
る
「
思
考

整
理
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
構
成
法
」
を
体

験
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
充
実

の
内
容
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
第
二
回
産
業
教
育
委

員
会
が
、
県
立
深
谷
商
業
高
校
に
お
い

て
、
十
一
月
六
日
㈫
の
午
後
に
開
催
さ

れ
、
十
三
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

県
立
深
谷
商
業
高
校
は
、
商
業
科
、

会
計
科
、
情
報
処
理
科
の
三
学
科
が
設

置
さ
れ
て
い
る
専
門
高
校
で
、
近
代
日

本
の
資
本
主
義
の
父
と
い
わ
れ
た
渋
沢

栄
一
翁
の
出
身
地
の
商
業
高
校
と
し
て
、

そ
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
望
ま
し
い
経

済
社
会
の
推
進
者
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

当
日
は
、
全
体
会
（
高
校
概
要
・
進

路
指
導
の
説
明
）、
授
業
見
学
、
生
徒

と
の
懇
談
の
順
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

全
体
会
お
よ
び
懇
談
は
、
大
正
時
代

に
建
て
ら
れ
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
記
念
館
（
二
層
楼
）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

講義を行う
照屋 華子氏

深谷商業高校峰校長

全体会の様子（二層楼）

会計科1年生 簿記の授業の様子

ロジカルシンキングセミナー

情報処理科2年生 情報処理の授業の様子
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年
末
調
整
実
務
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

第
四
講

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
育
成
能
力
を
高
め
る
」

全
体
会
で
は
、
学
校
概
要
及
び
進
路

指
導
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
進
路
に
つ

い
て
は
、
卒
業
生
の
約
五
割
が
就
職
し
、

そ
の
多
く
が
地
元
企
業
を
希
望
し
て
い

る
こ
と
や
、
一
回
目
の
入
社
試
験
で
九

割
の
生
徒
が
内
定
す
る
な
ど
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

授
業
見
学
で
は
、
一
年
生
か
ら
三
年

生
ま
で
の
専
門
教
科
の
授
業
を
見
学
し
、

簿
記
・
情
報
処
理
・
商
品
開
発
に
取
り

組
む
生
徒
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

生
徒
と
の
懇
談
で
は
生
徒
三
名
が
出

席
し
、
深
商
生
が
考
案
し
た
「
ど
ら
焼

き
」
を
食
べ
な
が
ら
、
商
業
高
校
を
選

ん
だ
理
由
や
高
校
卒
業
後
の
進
路
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

年
末
調
整
は
、
給
与
計
算
の
担
当
者

に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
業
務
で
す
。

そ
の
年
の
源
泉
徴
収
や
計
算
の
誤
り
を

修
正
す
る
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り

ま
す
。
会
計
ソ
フ
ト
に
任
せ
き
り
に
し

て
い
て
は
、
担
当
者
の
知
識
欠
如
や
誤

解
に
気
づ
か
ず
、
誤
っ
た
計
算
を
し
て

し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
へ
の
対
応
や
、
改
正
さ
れ

た
配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
も

マ
ス
タ
ー
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
十
一
月
二
二
日
㈭
、
中
小

企
業
の
税
務
顧
問
だ
け
で
な
く
、
資
産

関
係
の
税
務
相
談
や
資
金
調
達
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
講
師
と
し
て
も
実
績
の
あ

る
、
木
村
税
務
会
計
事
務
所
代
表

税

理
士

木
村

聡
子
氏
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
「
年
末
調
整
実
務
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
五
〇

名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ま
ず
、
給
与
計

算
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

そ
の
前
提
と
な
る
労
働
条
件
の
ル
ー
ル

一
般
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
給
与
・
賞
与
計
算
フ
ロ
ー
や
、

給
与
計
算
に
必
要
な
労
働
・
社
会
保
険

の
知
識
の
再
確
認
、
年
末
調
整
の
基
礎

知
識
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
給
与
計

算
、
二
〇
一
八
年
に
改
正
と
な
っ
た
配

偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
等
に
つ

い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

よ
り
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
実
務
演
習
も
併
せ

て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

人
事
・
総
務
、
経
理
担
当
者
を
中
心

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
既
に
実
務
に
携

わ
っ
て
い
る
担
当
者
に
は
、
知
識
の
再

確
認
と
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
と
な
り
、

新
任
の
管
理
担
当
者
や
部
門
を
越
え
て

の
参
加
者
に
は
、
給
与
計
算
や
年
末
調

整
の
し
く
み
の
全
体
像
を
習
得
し
て
い

た
だ
け
る
充
実
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
三
〇
年
度
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
講
座
第
四
講
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
と
育
成
能
力
を
高
め
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
本
田

有
明
氏
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、
十
一
月
十
九
日
㈪
、
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
て
開
催
し
、
十
二
名
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
ま
ず
、
パ
ワ
ハ
ラ
問
題

に
対
処
す
る
心
が
け
な
ど
に
つ
い
て
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
課
長

と
し
て
感
情
を
ど
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

た
ら
よ
い
の
か
、
部
下
育
成
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
心
が
け
が
重
要
で
あ
る
か

な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま

た
、「
部
下
が
『
辞
め
た
い
』
と

言
っ
て
き
た
と
き
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

グ
ル
ー
プ
演
習
も
併
せ
て
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
厚
労
省
の
調
査
で
は
従
業
員
か
ら
最

も
相
談
が
多
い
テ
ー
マ
が「
パ
ワ
ハ
ラ
」。

・
パ
ワ
ハ
ラ
の
防
止
対
策
を
企
業
に
義

務
づ
け
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

・
パ
ワ
ハ
ラ
へ
の
対
応
の
重
要
性
は
こ

れ
か
ら
も
増
し
て
い
く
。

・
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
に
対
す
る
心
が
け
と

し
て
は
、「
仮
に
口
を
滑
ら
せ
た
と
し

て
も
損
な
わ
れ
な
い
強
固
な
信
頼
関 課長力パワーアップ講座 第4講

年末調整実務セミナー

商業科3年生 商品開発の授業の様子

生徒との懇談の様子

講義を行う
木村 聡子氏
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課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

第
五
講

「『
課
長
の
行
動
指
針
』
を
作
る
」

埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
共
催

平
成
三
〇
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
開
催

「
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上
」
開
催

係
」
の
構
築
が
最
も
重
要
に
な
る
。

・
部
下
に
厳
し
い
言
葉
を
か
け
て
し
ま

う
背
景
に
は
「
自
分
な
ら
で
き
る
の

に
」
と
い
う
感
情
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

・
結
果
と
し
て
、
部
下
に
対
す
る
期
待

値
が
高
く
な
り
す
ぎ
、
部
下
の
ミ
ス
や

出
来
て
い
な
い
と
こ
ろ
ば
か
り
に
目
が

行
っ
て
し
ま
う
。

・「
怒
り
の
爆
発
」
を
抑
え
る
た
め
に

「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
考
え

方
が
参
考
に
な
る
。

・
衝
動
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
思
考
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
、
行
動
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
三
つ
を
習
慣
化
す
る
。

・
衝
動
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
怒
り

が
爆
発
し
か
け
た
と
き
は
「
ま
ず
三
秒

堪
え
る
」
な
ど
を
心
が
け
る
。

・
思
考
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
は
、「
オ

ズ
ボ
ー
ン
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
参

考
に
す
る
。
転
用
で
き
な
い
か
、
応
用

で
き
な
い
か
、
変
更
し
た
ら
ど
う
か
な

ど
の
思
考
を
持
つ
こ
と
を
心
が
け
る
。

・
行
動
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
と
り

あ
え
ず
そ
の
場
を
離
れ
、
怒
り
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
な
ど
を
心
が
け
る
。

・
部
下
の
育
成
で
は
叱
る
こ
と
も
も
ち

ろ
ん
大
事
だ
が
褒
め
て
こ
そ
人
は
伸
び

る
。

・
感
謝
、
期
待
、
慰
労
、
承
認
、
賞
賛
、

激
励
の
視
線
を
持
っ
た
部
下
へ
の
声
が

け
が
部
下
に
力
を
与
え
る
。

・
メ
ン
バ
ー
が
活
性
化
す
る
仕
掛
け
づ

く
り
も
重
要
で
あ
る
。

平
成
三
〇
年
度
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
講
座
第
五
講
は
、「『
課
長
の
行
動
指

針
』
を
作
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
人
事
教

育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
本
田

有
明
氏

を
講
師
と
し
て
引
き
続
き
お
迎
え
し
、

十
二
月
三
日
㈪
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、

一
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
義
は
、
前
回
行
っ
た
演
習
、「
部

下
が
『
辞
め
た
い
』
と
言
っ
て
き
た
と

き
」
に
つ
い
て
の
振
り
返
り
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
続
い
て
、
人
の
心
を
開
か

せ
る
聴
き
方
、
コ
ー
チ
ン
グ
と
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
の
違
い
、
育
成
上
手
な
上
司
と

は
等
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
行
動
指
針
の
作
成
に
向
け
、
ト

ヨ
タ
が
定
め
て
い
る
「
ト
ヨ
タ
・
ウ
ェ

イ
」
な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
他
、「
失
敗
に
学
ぶ
組

織
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク

や
、「
育
成
上
手
な
上
司
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
」
に
よ
る
自
己
チ
ェ
ッ
ク
、「
課

長
の
行
動
方
針
を
作
っ
て
み
よ
う
」
を

テ
ー
マ
し
た
ク
ル
ー
プ
演
習
な
ど
も
併

せ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
部
下
が
辞
め
た
い
と
言
っ
て
き
た
と

き
に
は
、
話
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
、

共
感
的
理
解
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
。

・「
辞
め
た
い
」
と
言
い
出
す
前
に
兆

候
を
感
じ
取
れ
る
よ
う
日
頃
か
ら
努
め

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

・
人
の
心
を
開
か
せ
る
聴
き
方
と
し
て
、

積
極
的
傾
聴
、
共
感
的
理
解
、
協
調
的

支
援
な
ど
が
必
要
。

・
コ
ー
チ
ン
グ
と
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
は
異

な
る
ス
キ
ル
で
あ
る
。

・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
は
従
属
関
係
を
基
礎

に
、
上
司
本
位
で
一
方
的
に
説
明
し
理

解
を
促
す
も
の
。

・
対
し
て
、
コ
ー
チ
ン
グ
は
信
頼
関
係

を
基
礎
に
、
積
極
的
傾
聴
な
ど
を
利
用

し
な
が
ら
、
部
下
本
位
で
、
問
題
の
自

発
的
な
発
見
を
促
す
も
の
。

・「
勝
ち
に
不
思
議
の
勝
ち
あ
り
、
負

け
に
不
思
議
の
負
け
な
し
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。

・
失
敗
に
は
必
ず
理
由
が
あ
る
。「
失

敗
に
学
ぶ
強
い
組
織
作
り
」
が
現
代
に

お
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

・
そ
の
た
め
の
方
策
と
し
て
、「
ミ
ス
」

で
な
く
「
隠
蔽
」
を
悪
と
す
る
企
業
風

土
作
り
、
失
敗
事
例
の
リ
ス
ト
化
、
連

絡
会
議
で
の
情
報
共
有
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。

・
ト
ヨ
タ
も
基
本
的
な
行
動
方
針
「
ト

ヨ
タ
・
ウ
ェ
イ
」
を
定
め
る
（
チ
ャ
レ

ン
ジ
、
改
善
、
現
地
現
物
、
尊
重
、
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
五
か
条
）。

・
ト
ヨ
タ
は
こ
れ
と
併
せ
て
「
課
長
の

行
動
指
針
一
〇
か
条
」
も
定
め
て
い
る
。

・
指
針
は
そ
れ
自
体
が
示
唆
に
富
ん
だ

も
の
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
課
長
同
士

で
十
分
議
論
し
、
全
体
の
指
針
と
し
て

選
び
抜
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
何

よ
り
重
要
で
あ
る
。

一
〇
月
二
七
日
㈯
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ

ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
﨑

理
恵
子
氏

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
働
く
女
性

応
援
講
座
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
は
、
今
後
の
働
き
方
や

生
き
方
に
つ
い
て
、
参
加
者
同
士
で
対

話
を
し
な
が
ら
見
つ
け
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
い
、
十
八
名
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

講
座
は
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
考

え
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
、
こ
れ

ま
で
経
験
し
て
き
た
こ
と
を
振
り
返
り
、

自
己
理
解
を
深
め
る
こ
と
、
仕
事
・
生

活
を
通
じ
て
得
た
い
価
値
を
探
り
、
自

分
ら
し
い
働
き
方
を
考
え
る
こ
と
な
ど

を
内
容
と
し
て
お
り
、
参
加
者
同
士
で

も
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

十
一
月
七
日
㈬
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ

ｕ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
﨑

理
恵
子
氏
を

講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
働
く
女
性
応

援
講
座
「
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
向
上
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
は
、
単
に
人
間
関
係
を

築
く
だ
け
で
は
な
く
、
効
率
よ
く
仕
事

を
進
め
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
体
験
的
に

講義を行う
本田 有明氏

「キャリアデザイン」
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成成立立

「
信
頼
関
係
を
築
く
ア
ク
テ
ィ
ブ
リ
ス
ニ
ン
グ
」開
催

「
女
性
リ
ー
ダ
ー

養
成
」
開
催

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い
、
三
一

名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
座
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
こ
と
、
自
分
自
身
の
行
動
傾
向
に

つ
い
て
認
識
を
深
め
、
他
者
と
よ
り
良

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め

の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
、
信
頼
関
係
を

築
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

と
り
方
に
つ
い
て
、
体
験
を
通
じ
て
習

得
す
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
お
り
、
参

加
者
は
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
多
く
の

気
づ
き
を
得
た
様
子
で
し
た
。

十
一
月
十
二
日
㈪
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ

ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
﨑

理
恵
子
氏

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
働
く
女
性

応
援
講
座
「
信
頼
関
係
を
築
く
ア
ク
テ

ィ
ブ
リ
ス
ニ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
は
、
他
者
か
ら
本
音
を

引
き
出
し
、
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
の

ヒ
ン
ト
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
を
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
い
、
三
四
名
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

講
座
は
、
他
者
と
信
頼
関
係
を
築
く

た
め
の
考
え
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
に

つ
い
て
再
確
認
す
る
こ
と
、
信
頼
関
係

を
築
き
、
相
手
か
ら
本
音
を
引
き
出
す

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
習

得
す
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
お
り
、
参

加
者
は
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
リ
ス
ニ
ン
グ
」

を
通
じ
て
良
好
な
関
係
を
生
み
出
す
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
様

子
で
し
た
。

十
一
月
二
一
日
㈬
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ

ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
早
川
オ
フ

ィ
ス

早
川

優
子
氏
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、
働
く
女
性
応
援
講
座
「
女

性
リ
ー
ダ
ー
養
成
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
は
管
理
職
の
役
割
と
し
て

ど
の
よ
う
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く

か
理
解
を
深
め
、
部
下
後
輩
と
関
わ
る

際
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
い
、
三
四
名
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

講
座
は
、
部
下
指
導
の
手
順
、
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
の
ス
キ
ル
、
コ
ー
チ
ン
グ
の

ス
キ
ル
を
内
容
と
し
て
お
り
、
最
後
は

当
日
の
学
び
を
活
か
し
た
総
合
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
講
座
終

了
後
も
積
極
的
に
質
問
が
な
さ
れ
、
参

加
者
の
熱
意
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

「対人コミュニケーション力向上」

「女性リーダー養成」

「信頼関係を築く
アクティブリスニング」

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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謹謹賀賀新新年年
2019 到着順掲載紙上名刺交換会

頭

取

株
式
会
社

武
蔵
野
銀
行

代
表
取
締
役

会

長
株
式
会
社

デ

サ

ン

代

表

取
締
役

吉
野
電
化
工
業
株
式
会
社

社

長

池
田
一
義

株
式
会
社

埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役

社

長

斉
之
平
伸
一

三
州
製
菓
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会

長
株
式
会
社
愛
工
舎
製
作
所

取
締
役

社

長

武
州
瓦
斯
株
式
会
社

取

締

役

専
務
執
行
役
員

徳
渕
良
孝

日
本
信
号
株
式
会
社

代

表

取
締
役

栗
田
美
和
子

株
式
会
社
ク
リ
タ
エ
イ
ム
デ
リ
カ

代
表
取
締
役

社

長

川
本
武
彦

株
式
会
社
サ
イ
サ
ン

取
締
役

社

長

富
士
倉
庫
運
輸
株
式
会
社

代

表

取
締
役

セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車
技
研
株
式
会
社
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到着順掲載紙上名刺交換会

代
表
取
締
役

社

長

松
本
伸
一
郎

株
式
会
社

松

本

商

会

代

表

取
締
役

積
田
鉄
也

積
田
冷
熱
工
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会

長
日
本
伸
管
株
式
会
社

取
締
役

社

長

小
田
切
武
久

武
州
産
業
株
式
会
社

取
締
役

社

長

坂
戸
ガ
ス
株
式
会
社

代

表

取
締
役

日
本
自
動
車
管
理
株
式
会
社

代

表

取
締
役

株
式
会
社
ゼ
ネ
ラ
ル
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

社

長
株
式
会
社

丸

善

代
表
取
締
役

最
高
顧
問

菊
池

勇

ポ
ー
ラ
イ
ト
株
式
会
社

総
支
配
人

小
賀
与
敬

ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
浦
和

代
表
取
締
役

会

長
株
式
会
社
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

社

長

橋
本
宏
太
郎

株
式
会
社
サ
イ
ニ
チ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
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到着順掲載紙上名刺交換会

代
表
取
締
役

社

長

平
沼
一
幸

埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

代

表

取
締
役

株
式
会
社
コ
マ
ー
ム

代
表
取
締
役

社

長
埼
玉
機
器
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

関

勝

埼
京
東
和
薬
品
株
式
会
社

理
事
長

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合

代
表
取
締
役

社

長
株
式
会
社

エ
フ
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役

社

長

望
月

諭

望
月
印
刷
株
式
会
社

一
般
社
団
法
人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

専
務
理
事

根
岸

茂
文

職

員

一

同

―19―



�調査対象 ……………………………550社
有効回答数 ………………………178社
回収率……………………………32．4％

�業種内訳 �内製造業………………79社
�内非製造業……………99社

�資本金別
�5000万円以下………………………88社
�5000万円超～1億円以下…………45社
�1億円超～3億円以下……………13社
�3億円超……………………………32社

企業経営動向調査（2018年度第3回〈10月調査〉）結果
調 査 概 要

企業経営動向調査結果
Ⅰ．景況判断（DI＝「上昇」－「下降」）

�最近の国内景気DI は、18年7月比で
製造業「－7」、非製造業「－5」の
悪化となった。

�先行きは、18年7月比で製造業「－1」
の横這い、非製造業「－23」の大幅悪
化の見込み。

18年10月

7

8

7

－13

－9

－17

18年7月

14

15

12

－1

－8

6

1．国内景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の業界景気DI は、18年7月比で
製造業「－19」、非製造業「－7」の
悪化となった。

�先行きは、18年7月比で製造業「－8」、
非製造業「－16」となり、非製造業の
悪化幅が大きい見込み。

18年10月

－7

－8

－6

－18

－16

－19

18年7月

5

11

1

－5

－8

－3

1．業界の景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の自社業況DI は、18年7月比で
製造業「－9」、非製造業「－9」の
悪化となった。

�先行きは、18年7月比で製造業「－16」、
非製造業「－5」となり、製造業の悪
化幅が大きい見込み。

18年10月

0

8

－6

－5

－5

－5

18年7月

9

17

3

5

11

0

3．自社の業況DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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Ⅱ－1．経営動向（売上高）
（注）18／7－9月期、10－12月期の上段の（ ）内の数値は18年7月調査時の見通し

�18／7－9月期の売上高DI は、4－6月期
比で製造業「＋2」、非製造業「＋10」の改
善となった。

�今後の見通しは、10－12期は7－9期比で製
造業「＋10」、非製造業「＋19」の改善を見
込むが、19／1－3期は10－12期比で製造業
「－32」、非製造業「－17」の悪化の見込み。

見 通 し

19／1－3

－2

－9

3

18／10－12

（25）
22

（28）
23

（23）
20

実 績

18／7－9

（10）
6

（14）
13

（7）
1

18／4－6

0

11

－9

1．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�18／7－9月期の経常利益DI は、4－6月
期比で製造業「－10」の悪化、非製造業「＋
2」の改善となった。

�今後の見通しは、10－12期は7－9期比で製
造業「＋18」、非製造業「＋13」の改善を見
込むが、19／1－3期は10－12期比で製造業
「－28」、非製造業「－7」の悪化の見込み。

見 通 し

19／1－3

－7

－15

－1

18／10－12

（17）
9

（22）
13

（13）
6

実 績

18／7－9

（ 1）
－6

（ 1）
－5

（ 1）
－7

18／4－6

－3

5

－9

2．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

Ⅲ．その他

�最近の製品在庫水準DI は、18年7月
比で製造業「－8」、非製造業「－4」
となり「過大」が減少した。

�先行きは、18年7月比で製造業「±0」、
非製造業「－4」となり、製品の在庫
水準は概ね適正となる見込み。

18年10月

1

0

2

0

1

－1

18年7月

7

8

6

2

1

3

1．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の生産・営業用設備DI は、18年
7月比で製造業「－3」、非製造業「－
2」となり、設備の不足感が高まった。

�先行きは、18年7月比で製造業「＋1」、
非製造業「＋3」となり、非製造業の
設備の不足感は若干弱まる見込み。

18年10月

－9

－11

－6

－7

－11

－3

18年7月

－6

－8

－4

－9

－12

－6

2．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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�最近の雇用人員DI は、18年7月比で
製造業「－4」、非製造業「±0」と
なり、深刻な人手不足が続いている。

�先行きは、18年7月比で製造業「－8」、
非製造業「＋4」となり、今後も高水
準の人手不足が続く見込み。

18年10月

－38

－37

－39

－44

－42

－46

18年7月

－36

－33

－39

－43

－34

－50

3．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の資金繰りDI は、18年7月比で
製造業「＋1」、非製造業「－6」と
なった。

�先行きは、18年7月比で製造業「＋4」、
非製造業「－4」と多少の増減はある
が、資金繰りに大きな変化はない見込
み。

18年10月

10

10

9

9

11

7

18年7月

13

9

15

9

7

11

4．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の販売価格DI は、18年7月比で
製造業「－1」、非製造業「－7」と
なり、販売価格は下落の傾向にある。

�先行きは、18年7月比で製造業「＋2」、
非製造業「－6」となり、非製造業の
販売価格が下落する見込み。

18年10月

1

－3

3

－1

－3

0

18年7月

4

－2

10

1

－5

6

5．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近の仕入価格DI は、18年7月比で
製造業「－2」、非製造業「＋4」と
なり、仕入価格は上昇傾向にある。

�先行きは、18年7月比で製造業「－6」、
非製造業は「＋6」となり、仕入価格
上昇が今後も続く見込み。

18年10月

33

41

27

33

35

30

18年7月

32

43

23

32

41

24

6．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
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第
七
回
上
條
会
長
杯
争
奪
戦

会
員

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
十
一
月
二
二
日

㈭
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
笹
井
コ
ー

ス
に
お
い
て
、
十
六
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
た
。

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
藤
池
誠
治

競
技
副
委
員
長
（
本
会
副
会
長
・
デ
サ

ン
代
表
取
締
役
会
長
）
の
開
会
挨
拶
で

始
ま
り
、
続
い
て
、
ル
ー
ル
説
明
が
行

わ
れ
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
プ
レ

ー
は
ア
ウ
ト
・
イ
ン
同
時
に
ス
タ
ー
ト

し
、
日
頃
の
腕
前
を
競
っ
た
。

上
條
会
長
杯（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
）

は
、
ア
ウ
ト
四
六
、
イ
ン
四
三
、
グ
ロ

ス
八
九
、
ネ
ッ
ト
七
四
・
六
で
上
條
正

仁
氏
（
埼
玉
り
そ
な
銀
行
シ
ニ
ア
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）
が
総
合
優
勝
し
、
上
條
会

長
杯
を
獲
得
し
た
。

準
優
勝
は
、
ア
ウ
ト
五
十
、
イ
ン
四

七
、
グ
ロ
ス
九
七
、
ネ
ッ
ト
七
五
・
四

で
中
野
和
典
氏
（
大
川
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
取
締
役
）
が
受
賞
し
た
。（
主
な
成

績
は
別
表
の
通
り
）

表
彰
式
は
、
上
條
会
長
の
開
会
挨
拶

の
後
、
表
彰
式
に
移
り
、
藤
池
競
技
副

委
員
長
よ
り
上
條
正
仁
氏
に
会
長
杯
が

授
与
さ
れ
、
続
い
て
、
そ
の
他
各
賞
の

賞
品
が
授
与
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
は
、
各
賞
を
獲
得

さ
れ
た
方
々
や
初
参
加
者
の
ス
ピ
ー
チ

等
で
盛
り
上
が
り
懇
親
が
図
ら
れ
た
。

な
お
、
次
回
は
、
六
月
十
四
日
㈮
武

蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
豊
岡
コ
ー
ス
で

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

第

七

回

上
條
会
長
杯
争
奪
戦

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

上
條
正
仁
氏（
埼
玉
り
そ
な
銀
行
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

が
総
合
優
勝
〜
上
條
会
長
杯
を
獲
得

第七回上條会長杯争奪戦 会員親睦ゴルフ大会主要結果
〈平成30年11月22日㈭ 武蔵カントリークラブ 笹井コース〉

1．上位入賞者（ダブルぺリア／敬称略）

順位 氏名 会社名 役職名 アウト イン グロス HC ネット

優 勝 上條 正仁 埼 玉 り そ な 銀 行 シニアアドバイザー 46 43 89 14．4 74．6

準優勝 中野 和典 大川ホールディングス 取締役 50 47 97 21．6 75．4

3 位 高見 公三 日 本 電 気 支社長 47 50 97 21．6 75．4

4 位 日下部雅人 日 進 化 成 社 長 39 45 84 8．4 75．6

5 位 吉田 守 シ リ コ ニ ッ ト 社 長 49 49 98 21．6 76．4

べスグロ 日下部雅人 日 進 化 成 社 長 39 45 84 8．4 75．6

2．シニアの部

優 勝 吉田 守 シ リ コ ニ ッ ト 社 長 49 49 98 21．6 76．4

準優勝 細田伴次郎 細 田 建 設 会 長 54 55 109 30．0 79．0

3．グランドシニア

優 勝 細田伴次郎 細 田 建 設 会 長 54 55 109 30．0 79．0

初参加の
日本電気 高見公三支社長

グランドシニア優勝の
細田建設 細田伴次郎会長

べスグロの日進化成 日下部雅人社長

藤池競技副委員長から優勝杯を授与
される上條正仁会長

シニア優勝の
シリコニット 吉田 守社長
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彩
の
国
ビ
ジ
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ

2
0
1
9
を
開
催
し
ま
す

「
シ
ル
バ
ー
・
ワ
ー
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
る

企
業
等
へ
の
人
材
派
遣

落
語
家
・
三
遊
亭
鬼
丸
氏

に
よ
る
講
演
会
・
落
語

人
材
を
採
用
し
た
い
企
業
の
皆
様
へ

埼
玉
県
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
の
御
案
内

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型

技
能
講
習
の
お
知
ら
せ

県
内
職
業
訓
練
校
の

作
品
展
示
会

【
彩
の
国
総
合
技
能
展
】

2
0
1
9
年
度
県
内
中
小
企
業

合
同
入
社
式
・
合
同
研
修
会

（
予
定
）

優
れ
た
技
術
を
誇
る
県
内
外
の
幅
広
い

分
野
の
企
業
や
団
体
が
集
ま
る
国
内
最
大

級
の
展
示
商
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

話
題
の
新
技
術
を
紹
介
す
る
先
端
産
業

ゾ
ー
ン
を
は
じ
め
、
様
々
な
企
業
の
製
品

や
技
術
が
集
結
し
ま
す
。
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ト
ナ
ー
に
出
会
う
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
で
す
。

当
日
は
、
経
営
に
役
立
つ
講
演
会
や
同

時
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、

是
非
御
来
場
く
だ
さ
い
。

�
日
時

1
月
30
日
㈬
10
時
〜
18
時

1
月
31
日
㈭
10
時
〜
17
時

�
場
所

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://bizm

atch.saitam
a-j.or.jp/

�
問
い
合
わ
せ
先

埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

（
0
4
8
―
6
4
7
―
4
0
8
6
）

県
産
業
支
援
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
1
0
）

県
で
は
、
公
益
財
団
法
人
い
き
い
き
埼

玉
（
埼
玉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
）
に
設
置
し
た
「
シ
ル
バ
ー
・
ワ
ー
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
り
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
人
手
不
足
分
野
業
務
等
に
お

け
る
労
働
者
派
遣
事
業
を
支
援
し
て
お
り

ま
す
。「
シ
ル
バ
ー
・
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
で
は
、
貴
社
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

豊
か
な
経
験
・
知
識
・
技
能
を
持
っ
た
60

歳
以
上
の
会
員
を
派
遣
し
ま
す
。
是
非
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
人
材
派
遣
を
御

活
用
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
い
き
い
き
埼
玉
（
埼
玉

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
）

（
0
4
8
―
7
2
8
―
7
8
4
1
）

県
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
4
0
）

Ｆ
Ｍ

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
5

Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｏ

Ｎ
Ｚ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
三
遊
亭
鬼
丸
氏

（
彩
の
国
シ
ニ
ア
応
援
大
使
）
が
大
使
就

任
1
周
年
を
記
念
し
て
、「
シ
ニ
ア
の
活

躍
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
と
落
語

を
通
し
て
楽
し
く
お
話
し
し
ま
す
。
是
非
、

御
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

�
日
時

2
月
10
日
㈰
14
時
〜
15
時
30
分

（
13
時
30
分
開
場
）

�
場
所

さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や

�
申
込
先
（
要
事
前
申
込
）

埼
玉
県
私
立
大
学
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
埼
玉
新
聞
社
内
）
に
ア
〒
・
住
所

イ
氏
名
・
年
齢

ウ
電
話
番
号

エ
私

大
協
主
催
講
演
会

を
明
記
し
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
又
は
メ
ー
ル
で
申
込
み

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
0
4
8
―
6
6
2
―
6
6
1
0

メ
ー
ル
�shidaikyo@

saitam
a-np.co.jp

�
申
込
締
切

2
月
1
日
㈮

※
定
員
2
5
0
名
で
申
込
順

�
問
い
合
わ
せ
先

0
4
8
―
7
9
5
―
9
9
3
2

（
平
日
9
時
〜
17
時
30
分
）

県
で
は
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
、
シ
ニ
ア
を
は
じ
め
と
す
る

全
て
の
求
職
者
を
対
象
に
就
職
相
談
か
ら

職
業
紹
介
ま
で
一
貫
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。当

セ
ン
タ
ー
を
御
利
用
い
た
だ
く
こ
と

で
、
幅
広
い
年
代
の
人
材
を
無
料
で
採
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
求
職
者

と
求
人
企
業
の
間
を
当
セ
ン
タ
ー
が
取
り

持
ち
、
き
め
細
か
い
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
る
た
め
、
採
用
後
の
ミ
ス
マ

ッ
チ
も
回
避
で
き
ま
す
。
是
非
、
御
活
用

下
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

埼
玉
県
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

事
務
局

（
0
4
8
―
7
8
0
―
2
0
3
4
）

県
で
は
、
中
小
企
業
等
を
対
象
に
、
社

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
型
技
能
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

新
入
社
員
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
育
、

各
種
検
定
受
検
対
策
、
ベ
テ
ラ
ン
社
員
の

更
な
る
技
能
向
上
な
ど
に
是
非
御
活
用
く

だ
さ
い
。

�
講
習
分
野

機
械
操
作
、
溶
接
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
、
介
護
ス
キ
ル
、
業

務
改
善
な
ど
様
々
な
分
野
の
講
習
が
可

能
で
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
御
相
談
く

だ
さ
い
。

�
定
員

3
人
以
上
（
最
大
人
数
は
講
習

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

�
実
施
場
所

県
内
高
等
技
術
専
門
校
・

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
企
業
等
へ

講
師
を
派
遣
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。）

�
講
習
時
間
等

1
講
習
当
た
り
12
〜
30

時
間
（
年
間
20
日
間
ま
で
）

企
業
の
要
望
に
応
じ
た
実
施
日
や
時
間

の
設
定
が
可
能
で
す
。

�
受
講
料

1
人
当
た
り
学
科
1
6
7
円

／
時
間
＋
実
技
3
7
5
円
／
時
間
（
テ

キ
ス
ト
代
は
別
途
負
担
。
ま
た
、
企
業

等
で
講
習
を
実
施
す
る
場
合
は
、機
材
・

材
料
な
ど
を
御
用
意
い
た
だ
き
ま
す
。）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

県
内
の
職
業
訓
練
校
が
合
同
で
訓
練
生

の
作
品
を
展
示
す
る
「
彩
の
国
総
合
技
能

展
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
頃
の
鍛
錬
に
よ
る
優
れ
た
作
品
を
御

覧
い
た
だ
き
、
訓
練
生
の
高
い
技
術
力
を

体
感
し
て
く
だ
さ
い
。
も
の
づ
く
り
体
験

教
室
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
御
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�
日
程

2
月
2
日
㈯
10
時
〜
17
時

2
月
3
日
㈰
10
時
〜
16
時

�
会
場

ふ
れ
あ
い
キ
ュ
ー
ブ
（
春
日
部

駅
西
口
徒
歩
5
分
）

※
入
場
無
料
・
事
前
申
込
み
不
要

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

【
合
同
入
社
式
の
概
要
】（
参
加
無
料
）

①
内
容

・
知
事
挨
拶

・
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
贈
呈

・
新
入
社
員
代
表
誓
い
の
言
葉

・
経
済
団
体
か
ら
の
挨
拶

・
先
輩
社
員
の
激
励

・
著
名
人
に
よ
る
特
別
講
演

②
日
時

平
成
31
年
4
月
11
日
㈭

午
後
2
時
〜
午
後
3
時
30
分

③
会
場

市
民
会
館
う
ら
わ
ホ
ー
ル

④
定
員
（
申
込
順
）

・
新
入
社
員
等

3
0
0
人

・
企
業
関
係
者
、
御
家
族

1
0
0
人

【
合
同
研
修
会
の
概
要
】（
参
加
無
料
）

新
入
社
員
合
同
研
修
会

・
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え

・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

・
交
流
会

な
ど

※
合
同
入
社
式
・
合
同
研
修
会
の
詳
細
は

Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w.pref.saitam

a.lg.jp/
a0809/rodo/goudou.htm

l

※
本
事
業
は
新
年
度
予
算
の
成
立
を
前
提

と
し
た
も
の
で
、
状
況
に
よ
り
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
雇
用
労
働
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
8
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン
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一
〇

副
業
・
兼
業
促
進

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

問
題
点（
そ
の
3
）

6

副
業
・
兼
業
と
働
く
事
業
が
異
な
る

場
合
の
労
働
時
間
通
算
問
題

㈠

事
業
場
を
異
に
す
る
労
働
時
間
の
通

算
と
は

副
業
、
兼
業
の
問
題
の
困
っ
た
こ
と
は
、

働
く
事
業
場
が
異
な
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
場
で
働
い
た
場
合
の
労

働
時
間
の
通
算
問
題
で
あ
る
。
こ
の
取
扱

い
は
使
用
者
が
異
な
る
た
め
そ
の
間
に
法

的
な
関
係
が
な
い
こ
と
か
ら
複
雑
な
状
況

と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
労
働
基
準
法
第
三
六
条

第
一
項
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の

「
労
働
時
間
計
算
」
と
し
て
、「
労
働
時

間
は
、
事
業
場
を
異
に
す
る
場
合
に
お
い

て
も
、
労
働
時
間
に
関
す
る
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
通
算
す
る
。」
と
定
め
て
ら

れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
に
対
す
る
厚
生
労
働
省

の
、
解
釈
通
達
で
は
次
の
よ
う
に
定
め
て

ら
れ
て
い
る
。

①
【
事
業
場
を
異
に
す
る
場
合
の
意
義
】

問

本
条
に
お
い
て
「
事
業
場
を
異
に
す

る
場
合
に
お
い
て
も
」
と
あ
る
が
こ
れ
を

事
業
主
を
異
に
す
る
場
合
も
含
む
と
解
す

れ
ば
個
人
の
側
か
ら
す
れ
ば
一
日
八
時
間

以
上
働
い
て
収
入
を
得
ん
と
し
て
も
不
可

能
と
な
る
が
、
こ
の
際
個
人
の
勤
労
の
自

由
と
の
矛
盾
を
如
何
に
す
る
か
、
又
内
職

は
差
支
え
な
い
と
す
れ
ば
そ
の
区
別
の
標

準
如
何
。

答

「
事
業
場

を
異
に
す
る
場

合
」
と
は
、
事

業
主
を
異
に
す

る
場
合
も
含
む
。

な
お
内
職
云
々

に
つ
い
て
は
そ

の
内
職
を
行
う

者
と
発
注
者
と

の
間
に
使
用
従

属
関
係
が
あ
る

か
否
か
に
よ
つ

て
法
の
適
用
の

有
無
が
決
定
さ
れ
る
。（
昭
二
三
・
五
・

一
四

基
発
七
六
九
号
）

②
【
一
事
業
場
で
八
時
間
労
働
後
他
の
事

業
場
で
働
く
場
合
の
取
扱
い
】

問

所
定
労
働
時
間
八
時
間
で

事
業
主
Ａ
に
雇
わ
れ
て
い
る
者

が
経
済
上
の
事
由
に
よ
り
退
社

後
Ｂ
事
業
場
に
雇
わ
れ
て
労
働

に
従
事
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

事
業
主
Ｂ
は
該
労
働
者
を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
も
し

で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の

場
合
様
式
第
九
号
の
「
所
定
労

働
時
間
」
の
欄
に
は
Ａ
事
業
主

の
許
に
お
け
る
労
働
時
間
を
記

入
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
。

答

事
業
主
Ａ
の
も
と
で
法
第

三
十
二
条
第
二
項
所
定
の
労
働

時
間
労
働
し
た
も
の
を
、
Ｂ
事

業
主
が
使
用
す
る
こ
と
は
、
法

第
三
十
三
条
又
は
法
第
三
十
六

条
第
一
項
の
規
定
に
基
き
、

夫
々
時
間
外
労
働
に
つ
い
て
の

法
定
の
手
続
を
と
れ
ば
可
能
で

あ
る
。
又
様
式
第
九
号
の
記
入

方
法
は
見
解
の
通
り
で
あ
る
。

（
昭
二
三
・
一
〇
・
一
四

基

収
二
一
一
七
号
、
平
二
・
三
・

三
一

基
発
一
六
八
号
）

③
【
二
以
上
の
事
業
で
働
く
場

合
の
時
間
外
割
増
賃
金
】

問

二
以
上
の
事
業
主
に
使
用

さ
れ
（
そ
れ
ぞ
れ
労
働
関
係
あ

り
と
す
る
）
そ
の
通
算
労
働
時

間
が
八
時
間
を
超
え
る
場
合
割

増
賃
金
は
如
何
に
処
置
し
た
ら

よ
い
か
。

答

法
定
時
間
外
に
使
用
し
た
事
業
主
は

法
第
三
十
七
条
に
基
き
、
割
増
賃
金
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
昭
二
三
・

一
〇
・
一
四

基
収
二
一
一
七
号
）

④
【
複
数
の
事
業
場
に
派
遣
さ
れ
る
派
遣

労
働
者
】

労
働
基
準
法
第
三
十
八
条
は
、
派
遣
中

の
労
働
者
に
関
し
て
も
適
用
さ
れ
る
の
で

一
定
期
間
に
相
前
後
し
て
複
数
の
事
業
場

に
派
遣
さ
れ
た
場
合
に
は
、
労
働
基
準
法

の
労
働
時
間
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
派
遣
先
の
事
業
場

に
お
い
て
労
働
し
た
時
間
が
通
算
さ
れ
る

こ
と
。（
昭
六
一
・
六
・
六

基
発
三
三

三
号
）

⑤
【
改
正
法
に
よ
る
時
間
外
労
働
制
限
規

定
の
適
用
】

働
き
方
改
革
推
進
関
係
法
に
よ
る
改
正

労
働
基
準
法
に
関
す
る
通
達
に
お
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
労
働
者
が
、
自
社
、
副
業
・
兼
業
先

の
両
方
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
使
用
者
が
当
該
労
働
者
の
他
社
で
の

労
働
時
間
も
適
正
に
把
握
す
る
責
務
を
有

し
て
お
り
、
以
下
の
㈠
〜
㈢
ま
で
の
要
件

に
つ
い
て
は
、
労
働
基
準
法
第
三
十
八
条

に
基
き
通
算
し
た
労
働
時
間
に
よ
り
判
断

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
そ
の
際
、
労
働

基
準
法
に
お
け
る
労
働
時
間
等
の
規
定
の

適
用
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
〇
年
一
月

三
一
日
付
け
基
発
〇
一
三
一
第
二
号
『
副

業
・
兼
業
の
促
進
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
周
知
等
に
つ
い
て
』
の
別
添
一
「
副

業
・
兼
業
の
促
進
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
参
考
と
す
る
こ
と
。

㈠

坑
内
労
働
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
健
康
上
特
に
有
害
な
業
務
に
つ

い
て
、
一
日
に
お
け
る
時
間
外
労
働
時

間
数
が
二
時
間
を
超
え
な
い

こ
と
。（
新
労
基
法
第
三
十

六
条
第
六
項
第
一
号
及
び
新

労
基
則
第
十
八
条
関
係
）

整
備
法
に
よ
る
改
正
前
の

労
働
基
準
法
第
三
十
六
条
第

一
項
た
だ
し
書
と
同
様
の
内

容
で
あ
る
こ
と
。

㈡

一
箇
月
に
お
け
る
時
間

外
・
休
日
労
働
時
間
数
が
一

〇
〇
時
間
未
満
で
あ
る
こ
と
。

（
新
労
基
法
第
三
十
六
条
六

項
二
号
関
係
）

一
箇
月
に
つ
い
て
労
働
時

間
を
延
長
し
て
労
働
さ
せ
、

及
び
休
日
に
お
い
て
労
働
さ

せ
た
時
間
の
合
計
時
間
が
一

〇
〇
時
間
未
満
で
あ
る
こ
と

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
一
九
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
３１
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�
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を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

㈢

対
象
期
間
の
初
日
か
ら
一
箇
月
ご
と

に
区
分
し
た
各
期
間
の
直
前
の
一
箇
月
、

二
箇
月
、
三
箇
月
、
四
箇
月
及
び
五
箇

月
の
期
間
を
加
え
た
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間

に
お
け
る
時
間
外
・
休
日
労
働
時
間
数

が
一
箇
月
当
た
り
の
平
均
で
八
〇
時
間

を
超
え
な
い
こ
と
。」（
新
労
基
法
第
三

十
六
条
六
項
第
三
号
関
係
）（
平
三
〇
・

九
・
七

基
発
〇
九
七
第
一
号
）

こ
れ
は
、
今
回
の
新
三
六
協
定
の
等
の

適
用
に
関
し
て
も
従
前
ど
お
り
労
働
時
間

の
通
算
協
定
の
適
用
が
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑥
【
通
算
す
る
場
合
に
時
間
外
労
働
と
な

る
の
は
ど
ち
ら
の
事
業
場
か
】

厚
生
労
働
省
編
の
「
平
成
二
二
年
版
労

働
基
準
法
上
・
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
」（
五

二
〜
五
三
頁
）
に
よ
れ
ば
、「
労
働
時
間

に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
通
算

す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、「
第
三
二
条
又

は
第
四
〇
条
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
時
間

外
労
働
に
関
す
る
第
三
三
条
及
び
第
三
六

条
、
年
少
者
に
つ
い
て
の
第
六
〇
条
等
の

規
定
を
適
用
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
甲
事

業
場
及
び
乙
事
業
場
に
お
け
る
労
働
時
間

を
通
算
し
て
、
右
の
各
条
の
制
限
を
適
用

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」
と
し
「
同

様
に
、
甲
事
業
場
で
、
八
時
間
労
働
し
た

年
少
者
に
つ
い
て
は
、
第
三
三
条
の
災
害

そ
の
他
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
由
に

よ
っ
て
臨
時
の
必
要
が
な
い
限
り
、
乙
事

業
場
で
労
働
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

労
働
時
間
の
通
算
の
結
果
、
時
間
外
労
働

に
該
当
す
る
に
至
る
場
合
は
、
割
増
賃
金

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
場
合
、
時
間
外
労

働
に
つ
い
て
の
法
所
定
の
手
続
を
と
り
、

ま
た
割
増
賃
金
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
右
の
甲
乙
い
ず
れ
の
事
業
主

で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
が
、
通
常
は
、

当
該
労
働
者
と
時
間
的
に
後
で
労
働
契
約

を
締
結
し
た
事
業
主
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
け
だ
し
、
後
で
契
約
を
締
結
し
た
事

業
主
は
、
契
約
の
締
結
に
当
た
っ
て
、
そ

の
労
働
者
が
他
の
事
業
場
で
労
働
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
契
約
を
締
結

す
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
考
え
方
か
ら
い
え
ば
、
中
途
採
用

に
あ
た
っ
て
は
、
他
社
で
就
労
し
た
か
否

か
、
そ
の
場
合
何
時
間
労
働
し
て
い
た
の

か
、
時
間
外
労
働
は
何
時
間
で
あ
っ
た
の

か
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
る
が
、
現
在
ま
で
中
途
採
用
に
あ
た
っ

て
そ
こ
ま
で
前
職
の
こ
と
は
確
認
し
て
い

な
い
の
が
通
例
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
を
採

用
に
適
用
す
れ
ば
、
も
し
時
間
外
労
働
の

限
度
を
す
で
に
前
職
に
お
い
て
超
え
て
い

る
場
合
に
は
、
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
採
用

し
な
い
と
い
っ

た
こ
と
に
も
な

り
か
ね
な
い
。

そ
う
す
る
と
労

働
時
間
の
通
算

制
が
副
業
・
兼

業
を
障
害
す
る

こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
。

本
件
に
関
し
、

事
業
場
を
異
に

す
る
労
働
時
間
の
通
算
問
題
に
つ
い
て
は

従
来
の
ま
ま
の
解
釈
で
よ
い
の
か
、
多
様

な
問
題
が
あ
る
が
、
今
般
の
働
き
方
改
革

推
進
関
係
法
に
よ
る
法
改
正
に
関
し
て
も
、

前
記
通
達
の
と
お
り
そ
の
通
算
が
維
持
さ

れ
て
い
る
以
上
は
、
立
法
的
な
法
令
改
正

を
ま
た
な
い
と
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
い

え
よ
う
。

⑦
【
事
業
場
を
異
す
る
こ
と
に
よ
る
労
働

時
間
通
算
の
混
乱
】

こ
の
よ
う
な
事
業
場
を
異
に
す
る
場
合

の
労
働
時
間
の
通
算
に
つ
い
て
は
、
も
と

も
と
は
戦
前
の
工
場
法
第
三
条
に
お
い
て

「
就
業
時
間
ハ
工
場
ヲ
異
ニ
ス
ル
場
合
ト

雖
…
之
ヲ
通
算
ス
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の

を
、
戦
後
に
も
こ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
で

あ
る
。
以
来
七
〇
年
以
上
が
経
過
し
て
お

り
労
働
環
境
や
経
済
状
況
も
Ｉ
Ｔ
時
代
、

Ａ
Ｉ
時
代
に
な
ろ
う
と
す
る
今
日
に
お
い

て
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と
に
は
多
く
の

問
題
が
あ
り
、
政
府
の
促
進
す
る
副
業
・

兼
業
の
拡
大
に
あ
た
っ
て
も
、
こ
の
こ
と

が
重
要
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
本
来
で

あ
れ
ば
米
国
の
公
正
労
働
基
準
法
の
規
定

す
る
法
定
労
働
時
間
（
週
四
〇
時
間
）
を

超
え
た
場
合
の
時
間
外
賃
金
に
つ
い
て
、

被
用
者
が
複
数
の
使
用
者
の
下
で
働
く
場

合
、
各
使
用
者
が
お
互
い
に
関
係
し
て
い

る
と
き
に
は
「
共
同
使
用
」
と
認
め
ら
れ
、

そ
れ
ら
の
使
用
者
は
連
帯
責
任
を
負
う
と

さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
法
も
使
用
者
間
で

関
係
が
あ
る
場
合
と
改
正
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。そ

う
で
な
け
れ
ば
、「
多
く
の
企
業
で

は
、
副
業
・
兼
業
を
認
め
て
い
な
い
。
企

業
が
副
業
・
兼
業
を
認
め
る
に
あ
た
っ
て

の
課
題
・
懸
念
と
し
て
は
、
自
社
で
の
業

務
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と
、
情
報
漏
洩

の
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
、
競
業
・
利
益
相

反
に
な
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

副
業
・
兼
業
に
係
る
就
業
時
間
や
健
康
管

理
の
取
扱
い
の
ル
ー
ル
が
分
か
り
に
く
い

と
の
意
見
が
あ
る
。」
と
の
検
討
会
の
指

摘
の
と
お
り
、
副
業
・
兼
業
の
促
進
は
な

か
な
か
困
難
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
健
康
管
理
に
つ
い
て
も
、
本
条

の
通
算
に
関
し
、「
労
働
者
が
Ｍ
事
業
場

で
労
働
し
た
後
に
、
Ｎ
事
業
場
で
労
働
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
従
来
か
ら
も
し
ば
し

ば
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
労
働
時
間
の
制

限
を
し
、
労
働
者
個
人
の
健
康
と
文
化
的

な
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

労
基
法
は
、
労
働
者
が
異
な
る
事
業
場
で

労
働
し
た
場
合
も
そ
れ
を
通
算
し
て
最
長

労
働
時
間
規
制
に
服
せ
し
め
た
も
の
で
あ

る
。」（「
注
釈
労
働
時
間
法
」（
東
大
労
働

法
研
究
会
）
五
七
二
頁
）
と
の
指
摘
の
と

お
り
副
業
・
兼
業
に
つ
い
て
は
抑
制
的
に

働
く
機
能
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
検
討
会
報
告
と
関
連
し
て
厚
生
労
働

省
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
も
「
健
康

管
理
に
つ
い
て
」
と
し
て
「
使
用
者
は
、

労
働
者
が
副
業
・
兼
業
を
し
て
い
る
か
に

か
か
わ
ら
ず
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
六
六

条
等
に
基
づ
き
、
健
康
診
断
等
を
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
注
）
労
働
安
全
衛
生
法
第
六
六
条
に
基

づ
く
一
般
健
康
診
断
及
び
第
六
六
条
の

一
〇
に
基
づ
く
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
、

常
時
使
用
す
る
労
働
者
（
常
時
使
用
す

る
短
時
間
労
働
者
を
含
む
。）
が
実
施

対
象
と
な
る
。

こ
の
際
、
常
時
使
用
す
る
短
時
間
労

働
者
と
は
、
短
時
間
労
働
者
の
う
ち
、

以
下
の
い
ず
れ
の
要
件
を
満
た
す
も
の

と
な
る
（
平
成
二
六
年
七
月
二
四
日
付

基
発
〇
七
二
四
第
二
号
等
抜
粋
）。

・（
前
略
）

・
一
週
間
の
労
働
時
間
数
が
当
該
事
業
場

に
お
い
て
同
種
の
業
務
に
従
事
す
る
通

常
の
労
働
者
の
一
週
間
の
所
定
労
働
時

間
の
三
／
四
以
上
で
あ
る
者

上
記
措
置
の
実
施
対
象
者
の
選
定
に
あ

た
っ
て
、
副
業
・
兼
業
先
に
お
け
る
労
働

時
間
の
通
算
は
（
注
�
「
当
該
事
業
場
に

お
い
て
」
と
し
て
通
算
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
な
い
か
ら
）
不
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、

使
用
者
が
労
働
者
に
副
業
・
兼
業
を
推
奨

し
て
い
る
場
合
は
、
労
使
の
話
し
合
い
等

を
通
じ
、
副
業
・
兼
業
の
状
況
も
踏
ま
え

て
、
健
康
診
断
等
の
必
要
な
健
康
管
理
措

置
を
実
施
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

ま
た
、
副
業
・
兼
業
者
の
長
時
間
労
働

や
不
規
則
な
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
を
防

止
す
る
観
点
か
ら
、
働
き
過
ぎ
に
な
ら
な

い
よ
う
、
例
え
ば
、
自
社
で
の
労
務
と
副

業
・
兼
業
先
で
の
労
務
と
の
兼
ね
合
い
の

中
で
、
時
間
外
・
休
日
労
働
の
免
除
や
抑

制
等
を
行
う
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
場

に
お
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
労
使
で
話
し
合
う
こ
と
が

適
当
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
ま
で
雇
用

主
で
あ
る
企
業
と
し
て
、
労
働
者
が
他
社

等
で
働
く
こ
と
に
つ
い
て
副
業
・
兼
業
を

促
進
す
る
理
由
は
営
利
企
業
に
お
い
て
は

少
な
い
で
あ
ろ
う
。
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あらゆるモノがインターネットに接続
され、センサーなどからリアルタイム
にデータが収集できるようになる。
人間が行ってきた業務の多くは、AI
によって自動化することが可能となる。
AI の本質は「能力の流通とコモディ
ティー化」である。
AI の能力は、ロボットによってフィ
ジカル空間で発揮される。
ブロックチェーンなどの分散台帳技術
は、効率的な取引や追跡可能性の向上
に大きな影響を与える。

IoT

AI

ロボット

分散台帳
技術

自
己
選
択
時
間
の
拡
大

今
回
の
「
働
き
方
改
革
関
係
法
」
の
改
正

で
、
労
基
法
の
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
が
改

正
さ
れ
て
、
清
算
期
間
の
上
限
が
従
来
の
一

ヵ
月
か
ら
三
ヵ
月
以
内
に
延
長
さ
れ
た
。

と
い
う
こ
と
は
、
三
ヵ
月
に
延
長
さ
れ
た

期
間
を
通
算
し
た
所
定
の
総
法
定
労
働
時
間

の
範
囲
内
で
自
己
の
決
定
に
よ
り
、
労
働
時

間
に
長
短
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
働
く
こ
と

の
で
き
る
労
働
時
間
の
幅
を
大
き
く
し
た
も

の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
三
ヵ
月
の
中
で
調
整

し
て
、
八
月
は
夏
休
み
中
の
子
ど
も
と
過
ご

す
時
間
を
確
保
す
る
、
と

い
っ
た
活
用
も
可
能
で
あ

る
。

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の

導
入
要
件
は

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

の
導
入
要
件
は
、

①

就
業
規
則
に
お
い
て

始
業
・
終
業
の
時
刻
を
労
働
者
の
決
定
に

ゆ
だ
ね
る
旨
の
定
め

②

労
働
者
の
過
半
数
が
加
入
す
る
労
組
、

そ
れ
が
な
い
場
合
に
は
過
半
数
代
表
者
と

書
面
に
よ
る
協
定
で
次
の
事
項
を
定
め
る

こ
と

ア

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
対
象
と
な
る

労
働
者
の
範
囲
（
労
働
者
の
範
囲
に
制

限
は
な
い
）

イ

清
算
期
間
（
改
正
法
で
清
算
期
間
は
、

三
ヵ
月
以
内
と
し
た
）

ウ

清
算
期
間
に
お
け
る
総
労
働
時
間

（
こ
の
総
労
働
時
間
は
、
清
算
期
間
を

平
均
し
、
一
週
間
当
た
り
の
労
働
時
間

が
週
法
定
労
働
時
間
の
範
囲
内
と
な
る

よ
う
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

な
お
、
完
全
週
休
二
日
制
の
場
合
に
、
一

ヵ
月
の
所
定
労
働
日
数
×
八
時
間
が
右
の
時

間
を
超
え
る
こ
と
が
あ
る
の
で
そ
の
場
合
の

特
例
が
定
め
ら
れ
た
。

エ

そ
の
他
命
令
で
定
め
る
事
項
と
し
て

（
ア
）
標
準
と
な
る
一
日
の
労
働
時
間

（
イ
）
労
働
者
が
労
働
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
間
帯
や
選
択
時
間
を
定
め
る

場
合
は
、
そ
の
時
間
帯
。

③

起
算
日
の
定
め
。

④

清
算
期
間
が
一
ヵ
月
を
超
え
る
協
定
は

労
基
署
長
へ
の
届
出
を
要
す
る
（
届
出
に

つ
き
罰
則
）。

改
正
法
の
二
つ
の
時
間
外
労
働

今
回
の
改
正
法
で
は
、
次
の
二
つ
の
時
間

外
労
働
が
生
ず
る
。
第
一
は
、
清
算
期
間
の

上
限
が
、
三
ヵ
月
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
期
間
中
の
総
労
働
時
間
も
、
例
え
ば
、
三

ヵ
月
五
二
〇
時
間
と
い
っ
た
よ
う
に
長
く
な

っ
た
が
、
そ
の
総
労
働
時
間
を
超
え
る
時
間
。

第
二
は
、
こ
の
よ
う
に
選
択
時
間
の
幅
が

大
き
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
る
月
に
偏
っ

た
長
時
間
労
働
が
生
ず
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
一
ヵ
月
の
最
長
時
間
を
「
清
算
期
間
が
、

一
ヵ
月
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

清
算
期
間
を
そ
の
開
始
の
日
以
後
一
ヵ
月
ご

と
に
区
分
し
た
各
期
間
（
最
後
に
一
ヵ
月
未

満
の
期
間
を
生
じ
た
と
き
は
当
該
期
間
）
ご

と
に
当
該
各
期
間
を
平
均
し
一
週
間
当
た
り

の
労
働
時
間
が
五
〇
時
間
を
超
え
な
い
範
囲

内
に
お
い
て
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。」

と
し
て
、
こ
の
時
間
を
超
え
た
時
間
（
例
え

ば
三
一
日
の
月
で
あ
れ
ば
二
二
一
時
間
二
五

分
）
を
超
え
た
時
間
が
時
間
外
労
働
と
な
り

法
定
の
割
増
賃
金
の
支
払
を
要
す
る
。

な
お
、
第
二
の
時
間
外
労
働
時
間
は
第
一

の
時
間
外
労
働
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
二
重

計
算
と
な
る
の
で
控
除
す
る
。

ま
た
、
清
算
期
間
が
一
ヵ
月
を
超
え
る
も

の
で
あ
る
と
き
の
労
働
さ
せ
た
期
間
が
当
該

清
算
期
間
よ
り
短
く
な
っ
た
労
働
者
に
つ
い

て
、
そ
の
調
整
と
し
て
の
、
割
増
賃
金
を
支

払
う（
月
給
制
で
は
〇
・
二
五
）定
め
も
あ
る
。

改
正
法
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
複
雑
な
面

が
あ
る
の
で
、
導
入
に
あ
た
り
工
夫
を
要
す

る
。

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0

―
と
も
に
創
造
す
る
未
来
―

「
技
術
的
変
化
」「
経
済
・
地
政
学
的
変
化
」「
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
変
化
」
な
ど
、
急
激
な
変
化
の

波
が
世
界
に
迫
っ
て
い
る
。
大
き
く
変
化
す
る
時

代
に
は
、
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、
想
像
力

に
よ
っ
て
未
来
を
切
り
拓
く
視
点
が
欠
か
せ
な
い
。

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
は
訪
れ
る
未
来
の
予
測

で
は
な
く
、
創
り
た
い
未
来
を
明
る
く
語
る
日
本

発
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。

本
提
言
は
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
定
義
し
直
す
と
共
に
、
日
本
の
目
指
す

べ
き
方
向
性
や
行
動
指
針
を
示
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
。

第
1
章

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

5
・
0
の
目
指
す
も
の

■
デ
ジ
タ
ル
革
新

デ
ジ
タ
ル
技
術
と
デ
ー
タ
の
活
用
が
進
む
こ
と

で
、
生
活
や
産
業
構
造
、
雇
用
な
ど
社
会
の
あ
り

方
が
大
き
く
変
わ
る
。
技
術
は
使
い
方
次
第
で
明

る
い
未
来
に
も
暗
い
未
来
に
も
つ
な
が
り
得
る
。

明
る
い
未
来
に
導
く
の
が
人
の
想
像
力
。

■
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
と

は
創
造
社
会

デ
ジ
タ
ル
革
新
を
き
っ
か
け
に
到
達
す
る
、
狩

猟
社
会
、
農
耕
社
会
、
工
業
社
会
、
情
報
社
会
に

続
く
新
た
な
社
会
。
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
で

は
、
デ
ジ
タ
ル
革
新
を
人
々
の
多
様
な
幸
せ
追
求

の
た
め
に
活
用
す
べ
き
。

人
々
に
は
技
術
を
い
か
に
課
題
解
決
・
価
値
創

造
に
活
用
す
る
か
を
想
像
す
る
力
と
そ
れ
を
実
現

す
る
創
造
力
が
必
要
。

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
と
は
創
造
社
会
で
あ

り
、「
デ
ジ
タ
ル
革
新
と
多
様
な
人
々
の
想
像
・

創
造
力
の
融
合
に
よ
っ
て
、
社
会
の
課
題
を
解
決

し
、
価
値
を
創
造
す
る
社
会
」
で
あ
る
。

■
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
の

も
た
ら
す
も
の

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

制
約
か
ら
解
放
さ
れ
、
誰
も
が
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
、
安
心
し
て
、
自
然
と
共
生
し
な
が
ら
、
価

値
を
生
み
出
す
社
会
を
目
指
し
て
い
く
。

○
規
模
や
効
率
性
の
み
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、

課
題
の
解
決
や
新
た
な
価
値
創
造
に
重
き
を
置

く
。

○
均
一
性
で
は
な
く
、
多
様
性
を
重
ん
じ
る
。

○
格
差
を
放
置
せ
ず
、
富
や
情
報
を
分
散
・
循
環

さ
せ
る
。

○
多
様
化
・
分
散
化
に
よ
り
、
社
会
の
強
靭
性
を

高
め
る
。

○
環
境
負
荷
を
減
ら
し
、
自
然
と
共
生
す
る
。

社
会
課
題
解
決
や
自
然
と
の
共
生
を

目
指
す
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
は
、

国
連
が
採
択
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に

も
貢
献
で
き
る
。

○
都
市
・
地
方
�
人
と
自
然
が
共
生
す

る
自
立
し
た
豊
か
な
地
方
実
現
、
多

様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現

○
防
災
・
減
災
�
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
、
組
織

を
越
え
た
迅
速
な
情
報
共
有

○
金
融
�
社
会
全
体
へ
の
効
率
的
な
資

金
配
分

○
行
政
�
誰
も
が
挑
戦
で
き
る
よ
う
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
確
保
提
言
で
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
農
業
・
食
品
、

物
流
、
も
の
づ
く
り
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も

具
体
像
を
例
示
。

第
2
章
日
本
を
解
き
放
つ
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン

〜
企
業
、
人
、
行
政
・

国
土
、
デ
ー
タ
と
技
術
が
変
わ
る
〜

■
日
本
の
目
指
す
べ

き
方
向
性

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
を
実

現
す
る
上
で
、
日
本
が
目
指
す
べ

き
姿
は
、
デ
ジ
タ
ル
革
新
を
先
導

し
、
多
様
性
を
内
包
し
た
、
成
功

新
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の

活
用

弁
護
士

安
西

�

経経
団団
連連
のの
活活
動動
・・
提提
言言
なな
どど
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告

知

版

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
。
多
様
な
背
景
を
持
つ

人
々
が
日
本
で
成
功
の
き
っ
か
け
を
つ
か
め
る
よ

う
に
す
る
。

■
企
業
が
変
わ
る

産
業
の
高
付
加
価
値
化

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
を
通
じ
て
社
会
的
価
値
の

増
大
を
図
る
と
共
に
、
一
人
ひ
と
り
が
創
造
し
、

享
受
す
る
価
値
を
増
大
。

産
業
の
新
陳
代
謝
・
構
造
変
革
の
促
進

社
会
全
体
で
活
力
を
生
み
出
し
続
け
る
観
点
か

ら
、
既
存
産
業
の
保
護
で
は
な
く
、
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
の
振
興
に
大
き
く
軸
足
を
移
す
べ
き
。

大
企
業
に
よ
る
「
出
島
」

会
社
本
体
か
ら
独
立
し
、
離
れ
た
「
出
島
」
形

式
の
異
質
な
組
織
を
立
ち
上
げ
、
自
由
に
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

す
。

「
日
本
型
雇
用
慣

行
」
の
モ
デ
ル
チ

ェ
ン
ジ

終
身
雇
用
や
年

功
序
列
を
基
盤
と

し
た
「
日
本
型
雇

用
慣
行
」
を
社
会

の
変
化
に
応
じ
て

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ

し
、
多
様
な
採
用

や
働
き
方
を
促
す
。

■
人
が
変
わ
る

求
め
ら
れ
る
人
材

Ａ
Ｉ
や
デ
ー
タ
を
使
い
こ
な
し
て
課
題
を
解
決

で
き
る
人
材
、
多
様
な
チ
ー
ム
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
で
き
る
人
材
が
必
要
。

文
理
分
断
か
ら
の
脱
却

文
系
・
理
系
の
区
分
を
な
く
し
、
文
理
を
隔
て

ず
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
学
ば
せ
る
と
と
も
に
、
Ａ

Ｉ
・
数
学
・
情
報
科
学
・
生
命
科
学
等
は
全
て
の

大
学
生
に
必
修
化
。

平
等
主
義
か
ら
の
脱
却

日
本
的
平
等
主
義
か
ら
脱
却
し
、
各
領
域
で
抜

き
ん
出
た
才
能
を
有
す
る
ト
ッ
プ
人
材
や
エ
リ
ー

ト
の
育
成
。

リ
カ
レ
ン
ト
教
育

一
度
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
、
時
代
の
変
化
に

合
わ
せ
て
い
つ
で
も
何
度
で
も
学
び
な
お
す
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
整
備
。

■
行
政
・
国
土
が
変
わ
る

デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
革
新
を
断
行
。

国
土
の
分
散
化
に
よ
る
多
様
性
の
推
進

中
央
か
ら
地
方
に
財
源
と
権
限
を
大
胆
に
移
譲

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
強
み
を
活
か
し
、
自
律

的
に
地
方
創
生
。

■
デ
ー
タ
と
技
術
で
変
わ
る

フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
か
ら
サ
イ
バ
ー
空
間
へ
の
展
開

フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
で
の
領
域
知
識
や
リ
ア
ル
デ

ー
タ
を
活
か
し
、
サ
イ
バ
ー
空
間
へ
の
展
開
を
い

ち
早
く
行
う
。

多
種
多
様
な
デ
ー
タ
の
共
有

デ
ー
タ
覇
権
を
め
ぐ
る
各
国
の
争
い
が
激
化
す

る
中
、
日
本
は
安
全
・
安
心
な
デ
ー
タ
活
用
を
可

能
に
す
る
デ
ー
タ
取
り
扱
い
の
ル
ー
ル
を
世
界
に

発
信
す
べ
き
。

「
選
択
と
集
中
」
か
ら
「
戦
略
と
創
発
」
へ

こ
れ
ま
で
は
限
ら
れ
た
財
源
か
ら
競
争
力
の
あ

る
研
究
開
発
を
行
う
た
め
に
、
重
要
領
域
を
特
定

し
資
源
を
集
中
投
下
す
る
「
選
択
と
集
中
」
に
基

づ
い
た
技
術
政
策
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、「
戦
略

と
創
発
」
へ
転
換
し
、
想
定
外
の
研
究
の
創
発
を

期
待
す
べ
き
。

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
は
訪
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
創
り
あ
げ
て
い
く
も
の
。

経
団
連
は
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
実
現
の

旗
振
り
役
と
し
て
、
自
ら
も
大
き
く
変
わ
り
、
日

本
の
経
済
社
会
の
変
革
を
主
導
し
て
い
く
。

今
後
、
経
団
連
を
挙
げ
て
具
体
策
を
議
論
・
提

示
・
実
行
し
、
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
と
も
に
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0

の
具
体
化
に
向
け
て
進
ん
で
い
く
。

一
二
月
三
日
〜
一
月
二
四
日

◆
一
二
・
三

課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
第
五

講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
四

秋
季
北
部
地
区
協
議
会
（
㈱
ラ
ス

コ
）

◆
一
二
・
一
三

第
六
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
一
八

平
成
三
〇
年
度
も
の
つ
く
り
大

学
特
別
公
開
講
座
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
一
二
・
二
〇

課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
第

六
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
二
一

労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第
7

講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
一
〇

平
成
三
一
年
新
年
会
員
懇
談
会（
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
一
・
一
七

一
日
で
わ
か
る
人
事
が
知
っ
て
お

き
た
い
「
税
務
知
識
と
実
務
対
応
」（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
二
四

第
七
回
特
別
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

★
決
算
書
の
読
み
方
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
月
一
六
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜
一
七
時

三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

数
値
で
書
か
れ
て
い
る
決
算
書
を
�
簡
単

な
図
�
に
置
き
換
え
て
、�
視
覚
的
�
に

理
解
す
る

講
師

公
認
会
計
士
／
早
稲
田
大
学
会
計
大
学
院

非
常
勤
講
師

川
口
宏
之
氏

★
人
事
担
当
者
の
た
め
の
税
務
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
月
一
七
日
㈭
一
〇
時
〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

一
日
で
わ
か
る

人
事
が
知
っ
て
お
き
た

い
『
税
務
の
基
礎
知
識
と
実
務
対
応
』

講
師

中
澤
公
認
会
計
士
事
務
所

公
認
会
計
士

／
税
理
士

中
澤
仁
之
氏

★
第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

日
時

一
月
二
五
日
㈮
一
三
時
〜
一
六
時

会
場

県
立
特
別
支
援
学
校
大
宮
ろ
う
学
園

内
容

特
別
支
援
教
育
の
現
場
視
察
と
意
見
交
換

会

★
春
季
南
部
地
区
協
議
会

日
時

二
月
一
日
㈮
一
三
時
三
〇
分
〜
一
八
時

会
場

川
口
文
化
総
合
セ
ン
タ
ー
・
リ
リ
ア

内
容

①
春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
経
営
側
の
基
本

姿
勢

②
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
た
め
の
脳
の
活

性
化
講
座

講
師

①
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃
金
セ
ン

タ
ー
長

平
田

武
氏

②
Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ

ａ
ｎ
ｄ

Ｐ
ｅ

ｒ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
㈲
代
表
取
締
役

加
藤
和
宏
氏

★
青
年
経
営
者
部
会
創
立
三
〇
周
年
記
念
新
春
特

別
講
演
会

日
時

二
月
一
日
㈮
一
五
時
〜
一
八
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
�
チ
ー
ム
づ
く
り
�

か
ら
始
ま
る
〜
㈱
デ
ン
ソ
ー
の
新
し
い
チ

ャ
レ
ン
ジ
〜

講
師

㈱
デ
ン
ソ
ー
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

室
長

成
迫
剛
志
氏

★
春
季
西
部
地
区
協
議
会

日
時

二
月
七
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
〜
一
八
時

会
場

丸
広
百
貨
店

内
容

①
春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
経
営
側
の
基
本

姿
勢

②
人
事
制
度
の
核
と
な
る
役
割
能
力
要
件

表
の
作
り
方
〜
等
級
ご
と
の
「
期
待
さ

れ
る
役
割
」「
必
要
と
さ
れ
る
知
識
技

能
」
を
明
確
化
す
る

講
師

①
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃
金
セ
ン

タ
ー
長

平
田

武
氏

②
㈱
河
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
取
締

役

河
合
克
彦
氏

★
第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

日
時

二
月
二
六
日
㈫
一
三
時
三
〇
分
〜
一
六
時

会
場

㈱
シ
ー
エ
ッ
ク
ス
カ
ー
ゴ

内
容

積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

働
き
や
す
い
職
場
視
察
会

講
師

㈱
シ
ー
エ
ッ
ク
ス
カ
ー
ゴ
人
事
部
部
長

土
井
一
朗
氏

同
社
人
事
部
人
事
課
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ

當

郷
綾
香
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

㈱
タ
コ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

代
表
取
締
役

澤
野

寛
之

越
谷
市
北
越
谷
二
―
二
〇
―
二
五
―
一

電
話
〇
四
八
―
九
七
四
―
六
八
一
七

（
資
）
五
千
万
円

（
従
）
四
名

飲
食
業

中
澤
公
認
会
計
士
事
務
所

公
認
会
計
士

中
澤

仁
之

深
谷
市
稲
荷
町
二
―
四
―
三
八

電
話
〇
四
八
―
五
八
〇
―
四
一
一
四

（
従
）
一
名

会
計
事
務
所

㈱
ヤ
ナ
ギ
サ
ワ

代
表
取
締
役

柳
澤

智
彦

比
企
郡
嵐
山
町
花
見
台
一
〇
―
七

電
話
〇
四
八
―
五
七
八
―
二
一
六
四

（
資
）
三
千
九
百
六
十
万
円

（
従
）
一
三
〇
名

輸
送
機
器
製
造
業
、
自
動
車
・
産
業
機
械
用
内

燃
機
関
部
品

〈
住
所
変
更
〉

㈱
増
金
地
所

川
口
市
本
町
四
―
一
二
―
五
―
七
〇
一

（
川
口
市
青
木
一
―
二
―
六
）

り
そ
な
カ
ー
ド
㈱

江
東
区
木
場
一
―
五
―
二
五

（
旧

江
東
区
東
陽
二
―
二
―
二
〇
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
https : //www.saitamakeikyo.or.jp/

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
四
〇
八
号

2
0
1
9
年
1
月
7
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一‐

七‐

五‐

八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
一
般
社
団

法

人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

根
岸
茂
文

編
集
人

廣
澤
健
一

電
話
〇
四
八‐

六
四
七‐

四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五‐

八‐

三
六

事
業
だ
よ
り

会
員
の
動
き

「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
―
と
も
に
創

造
す
る
未
来
―
」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
こ

ち
ら
か
ら

Ｕ
Ｒ
Ｌ
�http

://www.keidanren.
or.jp/policy/2018/095.htm
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